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【
釈
文
】

（
表
紙
）

安
政
五
午
年
十
一
月

日
記

蔭
山

初

十
一
月
九
日
吉
日
ニ
付
同
日
夜
五
ツ
時
八
軒
や
境
源
出
船

十
日
暁
牧

（
枚
）

方
打
通
り
、
九
ツ
時
伏
見
着
、
津
の
国
屋
昼
飯
、
暮
前
大
津
着
之
処
矢

橋
舟
西
順
風
ニ
而
西
明
り
之
内
ニ
草
津
着
、
柏
原
十
右
衛
門
泊
、
其
夜
五
ツ
過
よ

り
西
風
強
、
雪
少
し
降

十
一
日
草
津
問
屋
方
貫
目
改
数
口
相
湊
候
故
遅
刻
相
成
、
暁
出
立
、
水
口
昼
飯
、

土
山
大
黒
屋
長
兵
衛
泊
、
土
山

坂
の
下
近
之
間
ニ
猪
鼻
花
屋
と
申
所
あ
り
、
此

所
迄
近
江
国
、
是

伊
勢
国
也

十
二
日
朝
七
ツ
時
立
、
西
風
小
雪
チ
ラ

降
、
亀
山
松
屋
昼
飯
、
暮
前
四
日
市

着
、
帯
屋
七
郎
右
衛
門
泊

十
三
日
上
天
気
、
朝
七
ツ
時
立
、
日
之
出
桑
名
京
屋
小
三
郎
着
、
尤
十
日
夜
草
津

坂
之
下
辺
者
雪

の
足
袋
ヲ
隠
ス
程
な
れ
ど
、
桑
名
辺
ハ
凡
壱
尺
斗
り
積
り

候
、
同
人
方
ニ
而
支
度
、
四
ツ
半
比
弐
番
船
ニ
而
出
帆
、
西
風
緩
ク
日
の
入
ニ
宮

〔
史
料
紹
介
〕

日
記

摂
津
国
西
成
郡

島
村
納
庄
屋
蔭
山
保
之
助
の
江
戸
廻
米
道
中
記

池

田

治

司



着
、
紀
の
国
や
易
右
衛
門
泊
、
但
此
海
伊
勢
・
尾
張
の
境
也

十
四
日
朝
七
ツ
時
立
、
曇
り
、
折
々
時
雨
ス
ル
、
五
ツ
前
鳴
身

（
海
）

、
此
間
ニ
阿
野

村
・
堺
川
あ
り
、
尾
張
・
参
河
の
境
也
、
池
鯉
鮒
山
形
屋
昼
飯
、
八
ツ
時

快

情
（
晴
）

、
七
ツ
過
藤
川
着
、
た
ば
こ
や
小
兵
衛
泊

十
五
日
上
天
気
、
朝
七
ツ
時
立
、
日
出
御
油
通
り
、
此
間
ニ
二
川

白
須
賀
へ
之

内
境
川
あ
り
、
参
河
・
遠
江
の
境
也
、
七
ツ
時
前
荒
井

（
新

居
）

着
、
紀
ノ
伊
国
や
弥
左
衛

門
方
支
度
、
関
前所

相
届
、
船
渡
ま
い
坂
へ
暮
着
、
川
崎
や
久
右
衛
門
泊
、
夜
分
暖

也十
六
日
朝
七
ツ
時
立
、
少
雨
フ
ル
、
暁
天
鶴
声
聞
濱
松
ニ
、
天
龍
川
茶
店
ニ
而
四

ツ
時
比
昼
飯
、
船
渡
し
追
々
快
情

（
晴
）

、
暮
過
掛
川
着
、
捻
金
屋
泊
り

十
七
日
七
ツ
時
立
、
日
坂
峠
峠
之
餅
屋
ニ
而
日
出
、
極
上
天
気
、
春
之
心
地
ス
ル

也
、
四
ツ
時
大
井
川
越
、
此
川
遠
江
・
駿
河
の
境
な
り
、
六
十
八
文
、
川
ニ
而
壱

人
百
六
文
、
駄
荷
弐
百
八
十
文
、
連
台
不
用
、
馬
越
し
者
人
足
助
之
、
嶋
田
昼

飯
、
八
ツ
半
時
岡
部
着
、
脇
本
陣
吉
田
や
久
平
泊
り
、
至
而
扱
方
叮
嚀
也

十
八
日
七
ツ
過
出
立
、
阿
部
川
餅
美
味
也
、
小
吉
田
お
け
酢
妙
也
、
折
々
少
雨

降
、
暮
過

中
雨
ト
ナ
ル
、
丸
子
サ
ツ
タ
峠
八
ツ
過
通
ル
、
右
手
ハ
大
海
、
坂
嶮

ク
、
尤
絶
景
也
、
七
ツ
過
由
比
着
、
温
沌
屋
四
郎
兵
衛
泊
り
、
同
夜
七
ツ
時
比
快

情
（
晴
）

、
尤
扱
方
叮
嚀
也

十
九
日
暁
六
ツ
過
立
、
か
ん
原
日
出
、
今
日
暖
気
也
、
吉
原
甲
州
屋
ニ
而
四
ツ
半

時
昼
飯
也
、
日
入
前
三
し
ま
着
、
此
宿
上
入
口
ニ
千
貫
樋
あ
り
、
是
駿
河
・
伊
豆

の
堺
也
、
大
和
屋
善
兵
衛
泊
、
夜
九
ツ
過

雨
降
、
三
嶋

箱
根
迄
之
間
伊
豆
・

相
模
の
堺
あ
り

廿
日
暁
六
ツ
時
立
、
追
々
雨
止
ム
、
曇
り
、
西
風
、
九
ツ
時
峠
江
戸
屋
昼
飯
、
是

者
箱
根
山
ニ
而
兜
石
赤
飯
坂
肥
後
立
、
水
洗
女
転
び
猿
す
べ
り
と
唱
へ
岩
石
嶮
シ

ク
別
り
、
関
所
者
峠
ニ
有
之
無
言
ニ
而
通
ル
也
、
夫

さ
い
の
河
原
と
て
大
湖
水

浪
打
、
尤
寄
妙
也
、
都
而
暖
和
ニ
而
雪
少
し
も
な
く
小
田
原
へ
暮
着
、
と
ら
や
三

右
衛
門
泊
、
然
ル
処
三
嶋
駅
馬
支
ニ
而
馬
荷
延
引
、
峠
問
屋
へ
頼
置
候
処
、
小
田

原
へ
延
着
、
問
屋
方
ニ
而
間
違
候
哉
、
御
用
宿
へ
差
置
有
之
、
廿
一
日
朝
ニ
至
り

相
知
ル

廿
一
日
右
荷
物
行
違
ニ
而
小
田
原
ヲ
朝
五
ツ
時
出
立
、
大
磯
初
竹
屋
昼
飯
、
極
上

天
気
、
日
入
前
藤
沢
江
着
、
萬
屋
文
蔵
泊
り

廿
二
日
中
山
・
蔭
山
ハ
才
領
人
乙
右
衛
門
召
連
朝
六
ツ
時
過
出
立
、
江
之
嶋
廻
り

弁
財
天
へ
参
詣
、時
ハ
五
ツ
前
ニ
而
干
汐
ニ
付
路
次
大
よ
し
、三
社
之
詣
で
相
済
、

岩
屋
へ
廻
ル
ハ
岩
石
づ
た
ひ
ニ
而
道
法
上
之
宮

三
町
、
尤
海
之
中
之
嶋
ニ
而
絶

景
筆
紙
ニ
難
尽
、
貝
細
工
ハ
名
物
也
、
夫
よ
り
七
里
之
浜
、
但
異
国
風
ニ
而
六
町

壱
里
也
、
其
訳
鎌
倉
廻
り
ハ
案
内
者
弐
百
文
ニ
而
雇
候
、
所
々
名
所
古
跡
数
々
拝

見
、
鎌
倉
山
麓
ニ
而
中
飯
、
夫

戸
塚
宿
裏
へ
出
、
此
間
ニ
も
め
づ
ら
し
き
所

色
々
有
之
、
中
ニ
も
男
禁
制
所
等
妙
也
、
戸
塚

程
ヶ
谷
へ
暮
六
ツ
過
着
、
十
（
戸
）

塚

新
町
へ
二
里
余
、
此
前
ニ
境
木
村
相
模
・
武
蔵
の
境
也
、
間
氏
ハ
同
日
朝
五
ツ

時
馬
荷
御
引
連
ニ
而
出
立
、
昼
比
程
ヶ
谷
へ
着
之
由
、
一
同
亀
屋
彦
兵
衛
泊
り

廿
三
日
朝
六
ツ
時
立
、
品
川
昼
飯
、
備
前
屋
也
、
七
ツ
時
笠
倉
屋
傳
吉
着
之
処
、

同
人
方
客
支
ニ
付
忠
兵
衛
殿
方
ニ
一
両
日
止
宿

廿
四
日
夜
傳
吉
方
へ
引
移
ル
、
同
日
昼
後
御
役
所
へ
着
届
、
同
日
笠
倉
屋
主
人

下
部
ニ
至
迄
挨
拶
出
ス



〔史料紹介〕 日記

十
二
月
朔
日
将
軍
宣
下
御
大
礼
ニ
付
御
勅
使
御
登
城
拝
見
、
但
伝
奏
者
大
手
よ
り

御
祝
賀
ニ
付
御
参
向
之
公
家
衆
よ
り
桔
梗
御
門
よ
り
何
連
も
御
出
し
な
り

十
一
月
廿
八
日

一
才
領
人
乙
右
衛
門
義
ハ
今
日
迄
諸
届
物
ニ
相
使
、
今
日
朝
引
取
候
事

十
一
月
廿
五
日

一
白
石
様
納
人
河
州
橋
場
村
葭
崎
重
助
殿
同
日
着
、
始
終
同
席
罷
在
候
事

一
江
戸
米
相
庭
立
之
儀
三
斗
五
升
入
百
俵
、
此
石
三
拾
五
石
ニ
而
何
拾
両
と
相

立
、
又
壱
両
ニ
付
米
何
斗
替
と
申
也
、
尤
金
六
十
目

十
一
月
晦
日

一
元
船
為
見
分
詰
合
四
人
、
小
船
ニ
而
罷
越
、
入
船
三
艘
改
済
、
夫

品
川
陸
路

帰
り
候
事

日
光
参
詣
道
中
記

小
堀
様
御
廻
米
上
乗
河
州
深
野
新
田
友
次
郎
居
合
候
ニ
付
雑
用
賄
ニ
而
召
連
候
事

正
月
三
日
朝
笠
倉
屋
傳
吉
方
出
立
、
草
か
宿
ニ
而
中
飯
、
七
ツ
時
粕
壁
高
砂
屋
彦

右
衛
門
泊
、
尤
昨
二
日
雪
降
候
ニ
付
路
次
あ
し
く
候
へ
共
、
至
而
上
天
気
也
、
此

宿
中

四
日
暁
出
立
、
九
ツ
過
く
り
橋
御
関
所
船
渡
し
壱
人
前
三
十
二
文
、
但
武
士
者
無

銭
也
、
此
川
迄
武
蔵
、
是

下
総
国

中
田
宿
ニ
而
昼
飯
、
夫

古
河
ハ
八
万
石
土
井
大
炊
頭
様
御
城
下
也
、
古
河
よ
り

野
木
迄
之
間
下
総
与
下
野
与
之
国
境
也
、
前
ハ
下
総
、
向
ハ
下
野
、
七
ツ
過
間
々
（
飯
）

田
宿
着
、
脇
本
陣
館
の
良
助
泊
扱
よ
し

五
日
朝
出
立
、
九
ツ
時
石
橋
宿
桜
屋
中
飯
、
此
辺
之
女
中
男
同
様
た
ち
て
小
便
ス

ル
ヲ
見
る
、
七
ツ
時
比
七
万
七
千
石
余
戸
田
山
城
守
様
、
当
時
安
之
助
、
御
城
下

宇
都
之
宮
白
屋
仙
右
衛
門
泊
、
当
地
尤
繁
昌
、
奥
州
と
日
光
江
之
分
レ
あ
り
、
茶

屋
ハ
他
茄
し

（
な
ヵ
）

、
傳
馬
町
ニ
而
弐
朱
壱
歩
女
郎
也
、
尤
台
附
、
芸
者
者
弐
朱
之
揚
ゲ

弐
朱
者
花
也
、
但
御
免
ニ
者
無
之
ゆ
え
飯
盛
与
唱

六
日
朝
出
立
、
あ
ら
れ
チ
ラ

降
、
落
雨
と
け
ず
、
暫
時
ニ
而
止
、
宇
都
之
宮

よ
り
日
光
斗
の
道
中
故
、
宿
々
寂
し
く
候
也
、
乍
併
こ
ゝ
か
し
こ
ニ
者
女
郎
屋
も

相
見
へ
候
、
九
ツ
時
大
沢
宿
若
松
や
兵
助
中
飯
、
大
沢
宿
之
掛
り

日
光
御
神
領

な
り
、
此
所
よ
り
杉
並
木
見
事
ニ
而
抜
空
ヲ
覆
ふ
、
七
ツ
時
日
光
鉢
石
宿
紙
ヤ
半

兵
衛
着
泊
、
七
ツ
時
前
よ
り
雪
チ
ラ

降
、
暮
前
止
、
此
所
并
ニ
今
市
宿
ニ
も

売
女
御
法
度
也

七
日
早
朝
出
立
、
極
寒
国
ニ
而
さ
む
さ
難
堪
、
水
木
石
に
か
ゝ
つ
て
氷
を
な
す
、

四
ツ
時
比
清
滝
観
世
音
参
詣
、
小
堂
な
れ
共
朱
塗
彩
色
結
構
也
、
が
く
に
坂
東
十

八
ば
ん
下
野
国
中
禅
寺

ち
う
ぜ
ん
じ

の
ぼ
り
て
お
が
む

ミ
づ
海
の

う
た
の
浜
路
に

た
つ
は
し
ら
浪

四
ツ
半
比
馬
帰
し
之
里
、
此
は
づ
れ
ニ
石
之
鳥
居
あ
り
、
是

石
路
に
て
谷
間
を

登
る
な
り
、
行
事
凡
半
道
ニ
シ
而
女
人
堂
あ
り
、
是

女
人
禁
制
也
、
是

不
動

堂
ま
で
廿
五
町
登
り
、
夫
よ
り
本
堂
ま
で
十
一
丁
者
少
し
下
ル
、
本
尊
ハ
観
世
音

男
體
権
現
、
其
外
等
霊
験
あ
ら
た
な
り
、
三
重
之
塔
あ
り
、
都
而
南
向
ニ
而
、
前

ニ
湖
水
、
東
西
三
里
南
北
壱
里
、
例
年
七
月
一
日
五
千
人
斗
ヅ

参
詣
、
此
湖
水

ニ
而
七
日
之
行
い
た
し
、
同
月
七
日
ニ
奥
之
院
へ
参
詣
之
事
也
、
尤
此
辺
雪
三
尺



斗
積
り
有
之
候
、
和
泉
屋
与
申
茶
屋
ニ
而
相
休
候
、
此
外
数
軒
之
茶
屋
ハ
四
月
比

登
り
店
開
キ
候
由
、
都
而
此
辺
五
穀
不
生
、
日
光
よ
り
送
り
候
由
ニ
御
座
候
、

御
坊
壱
ヶ
所
有
之
、
是

御
守
御
札
等
出
候
、
九
ツ
時
比
参
詣
相
済
帰
路
ニ
趣
（
赴
）

キ
、
女
人
堂
よ
り
馬
帰
し
ま
で
之
間
岩
石
と
ら
へ
し
る
谷
の
水
落
る
音
す
さ
ま
し

く
、
鳥
の
音
だ
ニ
不
聞
冥
土
か
と
疑
れ
、
さ
ん
悔
の
心
ぞ
起
り
け
る
、
但
此
山
者

従
来
旅
人
止
宿
御
制
禁
也
、
此
山

西
へ
三
里
行
而
湯
元
あ
り
、
此
湯
之
奥
道
な

し
、
九
ツ
時
馬
帰
し
蔦
屋
ニ
而
昼
飯
、
朝
焚
候
飯
之
由
ニ
候
処
、
こ
ら
へ
て
雪
を

食
ス
ル
如
し
、
七
ツ
時
鉢
石
町
旅
宿
へ
帰
着
泊
、
此
日
上
天
気

八
日
五
ツ
時
比

御
山
参
詣
者
案
内
人
雇
な
り
、
名
所
旧
跡
等
者
委
細
難
尽
筆
紙

候
得
ば
略
此
ニ
、
九
ツ
時
参
詣
相
済
紙
屋
半
兵
衛
中
飯
之
上
出
立
、
此
日
上
天
気

な
り
、
鉢
石
町
前
ニ
穢
多
所
あ
り
、
是
者
江
戸
段
左
衛
門
同
様
ニ
而
日
光
領
之
頭

也
、
日
本
国
中
ニ
右
二
ヶ
所
之
由
申
聞
候
、
暮
上
徳
次
郎
宿
館
の
要
右
衛
門
泊
、

此
上
中
下
共
徳
次
郎
宿
ハ
至
而
困
窮
也
、
都
而
日
光
筋
者
瓦
葺
者
稀
ニ
而
、
別
而

宇
都
之
宮

日
光
迄
者
瓦
葺
者
壱
軒
も
無
之
、
藁
葺
た
ゝ
キ
屋
根
、
宮
家
者
檜
皮

葺
等
也
、
肴
者
水
戸
よ
り
来
り
道
法
十
里

三
十
里
迄

至
而
不
行
届
也
、
此

所
白
米
壱
升
百
三
十
六
文
斗
、
大
坂

廿
文
程
下
直
也
、
此
宿
扱
方
丁
寧
也
、

九
日
暁
出
立
、
四
ツ
半
比
石
橋
北
原
新
田
茶
店
ニ
而
温

（
饂
）

ど
ん
食
味
尤
よ
し
、
惣
而

日
光
道
中
者
そ
ば
・
う
ん
ど
ん
者
名
物
也
、
大
上
天
気
、
七
ツ
時
過
小
山
宿
着
、

丸
屋
礒
右
衛
門
泊

十
日
東
雲
出
立
、
四
ツ
半
古
河
通
り
壱
丁
目

左
へ
、
行
程
四
里
ニ
し
て
関
宿

也
、
但
九
ツ
前
坂
東
川
舟
渡
し
賃
銭
平
人
者
十
六
文
、
是
迄
ハ
御
代
官
荒
井
清
兵

衛
様
御
支
配
所
、
此
方

関
宿
領
分
也
、
九
ツ
半
戸
（
利
）

根
川
舟
渡
し
賃
銭
平
人
者
三

十
六
文
也
、
此
川
打
越
関
宿
也
、
同
刻
野
村
勘
兵
衛
着
、
此
道
あ
し
く
天
気
上
、

城
主
ハ
六
万
石
久
世
大
和
守
様
な
り
、
乍
併
色
土
ニ
有
之
候
故
、
至
而
寂
し
く

候
、
夕
飯
支
度
之
上
夕
暮
壱
番
船
乗
、
但
壱
人
前
弐
百
廿
四
文
、
飯
代
百
文
不

足
、
壱
丈
代
五
十
文
也
、
人
数
五
十
人
斗
乗
候
由
、
同
夜
四
ツ
時
比
音
船
来
ル
、

う
ど
ん
・
餅
・
ぞ
う
に
等
賞
味
、
十
一
日
東
雲
川
口
着
、
朝
支
度
之
上
小
船
ニ
乗

替
、
賃
銭
壱
人
前
五
十
文
宛
、
夫
よ
り
中
川
御
番
所
通
り
、
此
所
女
乗
合
候
時
ハ

御
番
所
前
よ
り
女
ハ
上
陸
、
横
道
廻
り
候
也
、
夫

九
ツ
時
深
川
高
橋
よ
り
上

り
、
同
刻
旅
宿
へ
帰
着
、
夜
前
折
々
少
し
づ
ゝ
雪
雨
降
、
今
日
上
天
気
、
此
御
城

下
女
郎
な
し
、
都
而
日
光
道
中
鉢
石
町
・
今
市
之
外
宿
々
女
郎
あ
り
、
台
附
弐
朱

宿
屋
ニ
寄
進
メ
候
間
、
泊
り
宿
吟
味
ニ
有
之
也

都
合
九
日
之
旅
、
荒
者
勿
論
、
少
し
之
雪
雨
も
な
し
、
極
上
都
合

正
月
晦
日
御
蔵
納
皆
済

未
立
春
之
日
鶴
肉
を
得
、
祝
ふ
て

あ
づ
ま
方
新
ら
た
な
と
し
を
と
り
て
、
松
御
代
万
世
と
岩
井
鶴
哉

間
氏

此
角
之
長
し
首
足
長
し
千
代
か
け
て
、
寿
者
な
を
長
し
、
祝
ふ
友
鶴

同
人

元
旦

和
気
加
年
留
不
老
の
初
湯
松
て
い
り
、
な
を
竹
よ
か
し
ま
た
梅
よ
と
も

同

人

二
月
十
五
日
同
宿
之
人
ニ
八
九
人
連
れ
に
て
向
ウ
嶋
辺
名
所
古
跡
へ
参
り
候
処
、

逸
々
筆
ニ
の
べ
兼
候
ゆ
へ
、
古
歌
又
ハ
強
盲

の
狂
歌
等
ニ
て
思
ひ
出
し
候
様
記

し
置
候
事
、
ツ

キ
此
印
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覚

一
紀
州
流
し
木
村
木
岡
半
右
衛
門
中
風
薬
施
し
、
但
壱
人
へ
壱
服
ヅ

、
尤
発
日

三
日
迄
之
病
人
へ
施
し
候
事

一
五
月
節
句
之
朝
ツ
ゆ
を
取
置
、
毎
日
壱
勺
程
ヅ

呑
候
ハ

、
諸
病
治
ス
候
事

妙
也

又
手
拭
へ
ツ
ゆ
を
取
な
し
而
懐
中
い
た
し
、
疵
出
来
物
等
を
撫
候
時
者
い
ゆ
る

事
妙
也
、
是

医
家
之
秘
方
ニ
而
軍
用
ニ
用
ひ
候
也

一
菊
の
花
を
む
し
り
、
能
干
而
も
ミ
粉
ニ
い
た
し
、
煙
草
之
代
り
ニ
用
ひ
匂
ひ
よ

く
茶
也
、
又
煙
草
之
中
へ
ま
ぜ
て
も
よ
し

一
や
た
て
入
之
墨
、
酒
ニ
而
す
り
入
候
ハ

、
能
つ
く
事
妙
な
り

一
奇
談

一
鈴
木
町
御
代
官
屋
代
増
之
助
様
御
儀
、
御
交
代
之
趣
風
聞
承
り
候
ニ
付
驚
入
、

何
卒
御
歎
願
申
上
、
不
相
替
御
在
勤
被
為
在
候
様
致
度
与
出
府
人
一
同
評
定
罷

在
候
処
、
何
連
へ
願
出
候
而
宜
敷
哉
不
相
分
、
依
之
為
御
窺
元
鈴
木
町
御
代
官

当
時
御
勘
定
吟
味
役
設
楽
八
三
郎
様
へ
今
ニ
海
老
江
村
市
右
衛
門
・

島
村
保

之
助
両
人
付
込
御
門
前
瀧
野
屋
敷
御
宅
へ
罷
出
候
処
、
御
用
人

御
差
図
ニ
随

ひ
御
用
人
居
間
ニ
相
控
候
処
、
御
茶
抔
被
下
御
叮
嚀
成
事
候
也
、
尤
此
所
御
玄

関
之
左
手
ニ
而
御
用
人
之
居
間
、
其
又
左
手
御
近
習
之
居
間
、
凡
御
用
人
御
近

習
共
五
六
人
も
御
座
候
様
子
、
尤
銘
々
共
者
御
勝
手
口

通
り
候
也
、
保
之
助

義
下
緒
之
な
き
脇
指
帯
し
罷
出
赤
面
之
事
ニ
而
、
暫
く
あ
つ
て
御
前
へ
伺
ニ
相

成
候
処
、
御
目
通
り
被
仰
付
、
御
座
敷
ニ
お
ゐ
て
難
有
御
態

（
台
カ
）

命
被
仰
聞

御
前
様
ニ
者
元
日

大
晦
日
迄
御
日
勤
御
登
城
被
為
在
候
義
ニ
付
、
大
坂
御
在
勤

中

格
別
御
壮
健
之
趣
ニ
付
恐
悦
申
上
候
、
種
々
大
坂
御
在
勤
中
村
々
之
事
共

細
々
御
咄
被
仰
聞
候
段
、
誠
ニ
一
言
与
し
て
相
違
之
儀
者
無
之
、
実
ニ
恐
入
候
儀

ニ
御
座
候
、
夫

前
書
一
件
御
伺
申
上
候
処
、
右
屋
代
様
御
召
之
儀
者
少
し
も
御

承
知
不
被
為
在
趣
被
仰
聞
候
、
其
前

も
両
人
へ
大
鉢
一
ツ
宛
、
御
田
葉
粉
盆
・

御
菓
子
何
連
も
壱
人
毎
ニ
御
出
し
ニ
相
成
、
御
茶
被
下
、
御
菓
子
等
之
結
構
言
語

ニ
絶
じ
、
盆
之
上
ニ
大
杉
ヲ
引
、
其
上
ニ
蒸
菓
子
ヲ
置
、
折
の
し
附
也
、
や
が
て

御
暇
願
上
候
処
、
湯
漬
被
下
旨
被
仰
聞
、
其
上
郡
村
へ
も
よ
ろ
し
く
可
伝
候
旨

也
、
夫

別
之
御
座
敷
ニ
お
ゐ
て
被
下
候
御
膳
ハ
平
五
種
、
御
汁
皿
ハ
三
種
之
作

身
、
ち
ょ
く
附
ニ
而
勿
論
珍
肴
賞
味
不
斜
候
、
其
上
仰
ニ
よ
つ
て
御
菓
子
・
残
り

肴
等
持
帰
り
候
、
其
間
に
鉄
砲
十
挺
有
之
、
其
内
八
挺
者
阿
蘭
陀

渡
り
之
清
陽

流
釼
鉄
砲
之
由
御
用
人

御
見
セ
被
下
候
、
最
早
暮
ニ
及
び
候
ニ
付
御
暇
申
上
初

夜
ま
へ
引
取
候
、
尤
右
伺
一
件
者
不
面
白
候
得
共
、
御
扱
之
御
叮
嚀
恐
多
く
儀
ニ

御
座
候
、
寸
暇
之
侭
書
取
置
候

二
月
十
日
上
野
参
詣
之
訳

積
船
上
乗
人
海
老
江
村
佐
市
儀
、
講
談
師
ニ
而
上
野
御
坊
春
性
院
へ
兼
而
罷
出
居

候
ニ
付
、
同
人

為
頼
込
、
今
日
一
同
罷
出
候
処
、
小
僧
案
内
ニ
而
御
霊
屋
拝

礼
、
是
ハ

東
照
宮
様
御
簾
中
并
共
そ
之
御
廉
中
共
相
並
而
六
殿
同
ク
御
妾
弐
柱
者
御
厨
子

也
、
何
連
も
極
彩
色
、
結
構
者
紙
上
ニ
難
申
尽
、
香
の
匂
ひ
粉
々
与
し
而
極
楽
世

界
も
是
ニ
ハ
ふ
で
勝
与
被
存
候
斗
也
、
尤



東
照
宮
様
御
霊
屋
ハ
御
普
請
中
ニ
付
拝
礼
不
相
成
趣
、
御
坊
之
手
広
結
構
も
甚
敷

事
ニ
候
、
是

御
礼
申
上
引
取
候
、
尤
此
一
条
者
秘
ニ
し
而
、
他
言
不
可
成
候
事

ツ

キ

梅
若
塚
の
古
句
ニ

花
に
と
て
の
け
て
お
く
日
そ

な
か
り
け
り

春
路

梅
や
し
き

鳥
の
名
の
都
と
な
り
ぬ
梅
や
し
き

春
も
や
ゝ
景
し
き
と
ゝ
の
ふ

月
と
梅

ば
せ
を

二
月
十
七
日
飛
鳥
山
王
子
権
現
日
暮
し
之
里
道
鑵
山
等
五
六
人
連
れ
ニ
而
廻
り
候

事
右
出
行
候
を
見
て

見
物
に
け
ふ
か
あ
す
か
と
王
子
迄

日
く
ら
し
か
け
て
戻
る
道
歓

間
氏

飛
鳥
山
前
に
て

蔭
山

人
多
く
行
こ
ふ
中
に
知
る
べ
な
き

飛
鳥
の
後
に
王
子
ニ
あ
ら
な
ん

日
暮
の
里
ニ
而

同
人

時
来
り
人
も
ろ
と
も
に
さ
か
り
な
バ

花
を
見
と
れ
て
日
暮
し
の
里

暮
ぬ
ま
と
思
ひ
切
な
ん

こ
ゝ
の
さ
と

泉
州
大
町
村

二
月
十
八
日
葭
崎
同
道
ニ
而
水
天
宮
、
麻
布
善
福
寺
、
目
黒
不
動
并
権
八
小
紫
の

比
翼
塚
、
梅
や
し
き
、
夫

有
天
寺
、
又
々
祖
父
の
茶
屋
、
ふ
じ
見
台
、
赤
坂
御

門
前
、
紀
州
様
御
屋
敷
拝
見
、
夫

帰
宿
、
及
暮
、
道
法
凡
八
里
斗

せ
ん
だ
く
を
、
戻
り
て
さ
せ
る
、
芋
お
で
ん
、
お
な
り
ハ
む
か
し
、
い
ま
祖
父
が

茶
屋

間
氏

其
む
か
し
、
比
翼
桜
や
、
か
へ
り
花

芝
浦
雪
草

二
月
廿
一
日
暁
七
ツ
時
前
、
青
山
久
保
町
お
ん
ぜ
ん
の
辺

出
火
し
、
折
ふ
し
南

風
烈
敷
火
ノ
手
二
手
ニ
も
相
成
、
紀
州
様
・
尾
張
様
御
屋
敷
・
其
外
諸
屋
敷
方
・

寺
社
・
町
家
等
数
多
焼
失
、
翌
廿
二
日
昼
前
消
火
、
尤
焼
原
ハ
御
城

西
ニ
而
四

ツ
谷
御
門
外
な
り
、
南
北
長
凡
弐
里
余
、
飛
火
二
ヶ
所
有
之
由
ニ
候

二
月
廿
日
堀
ノ
内
妙
見
へ
参
詣
ニ
付
兼
而
大
坂
鈴
木
町
御
役
所
詰
喜
多
村
忠
一
郎

様

御
頼
ニ
付
、
麹
町
七
丁
目
喜
多
村
解
助
様
へ
御
機
嫌
伺
ニ
罷
出
候
処
、
色
々

御
態
（
台
カ
）

命
之
上
酒
肴
等
被
下
、
詩
御
認
之
扇
子
頂
戴
、
猶
望
ニ
候
ハ

何
成
共
可

書
遣
旨
被
仰
聞
候
ニ
付
、
其
後
北
新
川
米
房

到
来
之
酒
肴
書
状
相
添
右
喜
多
村

様
へ
為
持
遣
候
、
唐
紙
八
枚
へ
屏
風
張
地
之
積
ニ
而
書
を
頼
遣
し
置
、
今
廿
五
日

尚
又
堀
之
内
参
詣
之
戻
り
貰
ニ
罷
出
候
処
、
右
書
并
外
書
物
等
被
下
置
、
年
比

（
懇
）

ニ

御
挨
拶
忠
一
郎
様
之
無
事
之
趣
申
伝
へ
候
様
御
申
ニ
候
事
、
尤
右
ハ
忠
一
郎
様
御

親
父
ニ
御
座
候
、
尚
又
堀
ノ
内
者
江
戸

西
甲
州
海
道
新
宿

壱
里
半
斗
西
南
ニ

当
り
申
候

二
月
廿
六
日
亀
井
堂

（
戸
）

天
神
ハ
此
一
両
日
ハ
六
十
壱
年
目
之
御
祭
礼
ニ
而
、
向
ウ
嶋
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町
々

神

之
だ
し
数
々
罷
出
大
き
賑
也
、
尤
当
地
地
車
無
之
、
だ
し
の
巳
ニ
而

土
台
車
作
り
ニ
而
前
ニ
牛
引
之
人
も
引
手
掛
ル
也
、
上
高
く
色
々
作
り
者

（
物
）

有
、
中

程
ニ
而
鳴
物
ニ
而
は
や
す
也
、
乍
併
都
而
上
方
地
車
抔
ニ
者
中
々
以
難
及
候
事

登
り

二
月
晦
日
笠
倉
屋
方
勘
定
相
済

御
役
所

も
駄
賃
帳
・
添
触
・
関
所
切
手
等
願
之
通
御
下
渡
ニ
付
、
同
日
八
ツ
時

出
立
、
夕
暮
坂

（
板
）

橋
宿
和
泉
屋
所
右
衛
門
着
泊
、
然
ル
処
添
触
ニ
相
当
之
賃
銭
可
受

取
ト
書
認
有
之
、
是
ニ
而
ハ
相
対
賃
銭
ニ
相
成
、
御
定
メ

三
ぞ
う
倍
ニ
も
相
成

候
ニ
付
、
翌
三
月
一
日
早
天

三
人
共
大
沢
様
宅
へ
罷
出
願
上
候
処
、
早
速
御
定

メ
賃
銭
ニ
御
書
替
被
下
候
ニ
付
、
艮

（
即
）

刻
板
橋
江
引
帰
し
候
事

三
月
朔
日
朝
四
ツ
半
時
和
泉
所
出
立
、
蕨
宿
中
飯
、
七
ツ
半
桶
川
着
、
栗
原
権
左

衛
門
泊
、
尤
此
日
上
天
気
、
風
烈
敷
土
煙
り
ニ
而
相
困
り
候
処
、
大
宮
宿
壱
里
斗

こ
な
た

雨
ニ
成
、
少
々
雷
鳴

但
才
領
人
之
儀
者
泉
州
兎
田
村
上
乗
人
九
兵
衛
雑
用
ニ
而
召
連
候
事

板
橋
貫
目
改

廿
貫
目
宛

乗
本
馬
弐
疋

明
ケ
荷
四
ツ

か
ま
す
二
ツ

同
日
行
違
ニ
相
成
保
之
助
才
領
人
弐
人
者
前
書
桶
川
ニ
而
泊
、
間
・
中
山
両
人
者

前
宿
上
ゲ
尾
宿
ニ
而
泊

二
日
早
朝
出
立
、
九
ツ
時
吹
上
村
橘
や
源
次
郎
中
飯
、
但
鴻
巣

熊
谷
迄
四
り
八

丁
ニ
立
場
也
、
九
ツ
過
熊
谷
宿
通
り
、
此
処
大
繁
花
之
土
地
ニ
し
而
、
別
而
今
日

ハ
雛
道
具
等
之
市
夥
し
、
此
処
ハ
熊
谷
次
郎
之
旧
領
ニ
而
三
十
石
御
朱
印
之
寺
あ

り
、
当
時
忍
城
主
松
平
下
総
守
領
分
也
、
板
橋
宿

深
谷
宿
迄
竹
垣
三
右
衛
門
・

川
上
金
吾
助
御
代
官
所
、
深
谷
宿

伊
那
半
左
衛
門
御
代
官
所
、
此
辺
御
料
私
料

分
分
入
組
也
、
岡
部
村
ニ
安
部
河
内
守
様
御
陣
屋
有
、
此
処
ハ
岡
部
六
弥
太
之
旧

跡
、
六
ツ
時
本
庄
宿
着
、
も
ろ
井
七
兵
衛
泊
、
此
日
上
天
気
ニ
し
て
風
烈
し

三
日
暁
七
ツ
半
時
出
立
、
冷
る
事
寒
中
之
如
し
、
五
ツ
時
前
新
町
宿
着
、
此
手
前

ニ
神
奈
川
あ
り
、
武
蔵
・
上
野
之
境
也
、
九
ツ
前
高
崎
着
、
須
原
屋
中
飯
、
此
所

者
八
万
弐
千
石
、
松
平
右
京
之
亮
様
御
城
下
ニ
而
佐
の
涼
左
衛
門
恒
世
之
旧
跡

也
、
八
ツ
前
安
中
板
倉
周
防

主

計

守守

様
御
陣
屋
あ
り
、
夫

枇
杷
の
窪
と
云
所

相
分

レ
馬
荷
ハ
才
領
人
付
添
泊
場
へ
遣
し
、
三
人
者
右
之
立
場

左
へ
取
妙
義
山
へ
参

詣
、
道
法
凡
四
拾
丁
余
、
境
内
広
く
結
構
絶
景
ニ
而
、
勿
論
宮
作
り
結
構
絶
言
語

極
彩
色
、
本
社
ハ
妙
義
権
現
菊
之
御
紋
、
京
都
御
宮
持
也
、
六
か
ゝ
へ
七
か
ゝ
へ

等
之
大
木
空
を
覆
ひ
候
、
麓
ニ
ハ
妙
義
之
里
、
宿
や
中
ニ
ハ
女
郎
等
も
相
見
へ

候
、
夫

暮
前
松
ゐ
だ
宿
碇
屋
源
左
衛
門
泊
、
上
天
気

四
日
暁
出
立
、
上
天
気
、
五
ツ
時
横
川
御
関
所
無
事
相
通
り
切
手
ニ
三
人
与
有
之

候
付
才
領
人
壱
人
ハ
通
ル
事
不
相
成
旨
関
所
役
人

被
申
、
段
々
相
断
候
得
共
、

不
相
叶
候
付
切
手
相
下
ケ
四
人
共
元
之
門
前
之
茶
屋
へ
引
取
相
談
之
上
、
才
領
人

壱
人
差
出
し
難
渋
之
趣
を
以
勘
弁
相
願
候
儀
三
度
ニ
及
び
聞
済
ニ
相
成
、
依
之
一

同
罷
出
候
処
、
巳

（
以
）

来
可
心
得
旨
被
申
聞
相
通
り
申
候
、
四
ツ
時
比
碓
氷
峠
羽
根
石

立
場
休
、
坂
本
宿

此
所
迄
廿
四
町
登
り
也
、
夫

二
里
登
り
下
り
て
か
る
井
沢

問
屋
前
三
枡
屋
中
飯
、
尤
峠
半
途
過
て
権
現
あ
り
、
此
所
上
野
・
信
濃
の
境
、
是

迄
者
安
中
御
領
分
、
夫

木
村
薫
平
御
代
官
所
也
、
此
辺

浅
間
山
み
ゆ
、
年
中



絶
戴
（
頂
）

煙
り
立
事
甚
し
、
宝
暦
度
七
日
七
夜
此
穴

岩
を
吹
出
ス
、
大
坂
抔
ニ
も

折
々
響
候
由

三
ど
く
の
も
ゆ
る
煙
の
浅
間
山

厚
き
お
じ
ひ
で
き
ゆ
る
ぼ
ん
の
ふ

此
辺
之
山
々
残
り
雪
有
之
、
軽
井
沢
よ
り
一
り
五
丁
沓
掛
宿
、
此
間
之
野
原
作
物

樹
木
等
も
不
生
、
柴芝

草
而
已
ニ
而
広
太
成
原
也
、
一
り
三
町
追
分
宿
貫
目
改
あ

り
、
宿
は
づ
れ

右
善
光
寺
道
、
左
仲
仙
道
也
、
馬
荷
引
行
善
光
寺
へ
参
詣
い
た

し
度
候
付
、
浪
花
講
定
宿
と
相
談
之
上
貫
目
改
所
へ
相
対
賃
銭
ニ
而
右
北
国
道
善善

光光

寺寺

へへ

参

詣

致

段

参
り
度
候
付
小
諸
宿
江
継
立
之
義

願
書
差
出
し
候
処
御
聞
届
、
夫

暮
前
小
諸
宿
着
巴
屋

六
左
衛
門
泊
、
追
分

三
里
半
余
、
此
日
上
天
気
冷
而
、
間
氏
緋
羅
紗
之
煙
草
入

落
ス
、
小
諸
迄
之
半
塗
（
途
）

ニ
而
馬
く
ら
帰
り
落
る
、
怪
我
な
し
、
此
所
牧
野
様
御
城

下
、
駒
と
め
て
直
す
間
も
な
く
く
ら
帰
り

五
日
朝
出
立
、
上
天
気
、
宿
放
レ

之
道
布
引
観
音
へ
参
詣
、
岩
石
が
ミ
し
て

随
分
高
山
也
、
夫

田
中
宿
へ
四
ツ
半
出
、
中
屋
源
兵
衛
休
、
夫

半
里
海
野
、

九
ツ
半
上
田
着
、
但
海
野

二
里
、
此
所
者
松
平
伊
賀
守
御
城
下
、
問
屋
前
ニ
而

中
飯
、
産
物
之
織
物
等
買
、
七
ツ
半
板
木
宿
油
屋
徳
兵
衛
泊

六
日
朝
出
立
、
夜
前

風
は
け
し
、
天
気
よ
し
、
一
り
半
と
く
ら
、
夫

じ
ゃ
く

ま
く
与
云
処
真
田
織
商
店
有
之
、
此
辺

ミ
え
候
左
之
山
ハ
往
昔
老
人
ヲ
捨
し
姥

捨
山
、
十
三
景
と
く
ら

一
り
半
矢
代
壱
里
三
十
丁

合
の
宿
の
篠
の
井
追
分
、
此
手
前
に

川
あ
り
、
夫

此
方
ハ

丹
波
じ
ま
川
迄

川
中
嶋
ニ
而
往
昔
武
田
・
上
杉
の
古
戦
場
山
中
勘
助
討

死
之
所
也
、
当
時
ハ
多
分
松
代
之
城
主
、
真
田
様
之
御
領
知
也
、
追
分

丹
波
嶋

宿
迄
二
り
六
丁
、
丹
波
川
船
渡
し
相
越
一
り
行
て
善
光
寺
八
ツ
時
着
、
大
和
屋
喜

兵
衛
泊
、
善
光
寺
ハ
此
節
十
一
年
已
前
未
年
大
地
震
・
ゑ
き
病
等
ニ
而
変
死
之
も

の
為
菩
提
御
法
事
御
執
行
也

七
日
朝
参
詣
御
経
御
開
帳
有
之
、
夫

萬
善
堂
ニ
而
御
血
脈
頂
戴
受
掌

、
四
ツ
時
出

立
、
昨
夜
よ
り
雨
降
候
処
今
暁
ニ
至
り
天
気
晴
、
善
光
寺
入
口
の
左
之
方
ニ
両
国

之
大
守
筑
前
国
苅
萱
姓
賀
藤
左
衛
門
尉
重
氏
公
親
子
之
旧
跡
寺
あ
り
、
八
ツ
前
稲

荷
山
宿
中
飯
、
尤
此
洗
馬
道
へ
ハ
篠
井
追
分
に
分
レ
道
、
稲
荷
山

お
ミ
江
三

里
、
此
間
猿
が
ば
し
と
而
山
越
也
、
七
ツ
半
お
ミ
宿
着
、
花
や
平
右
衛
門
泊
、
空

曇
、
稲
荷
山
中ニ

而

少
々
取
継
あ
り
、
左
ニ
記
ス

此
段
去
ル
四
日
之
泊
巴
屋
六
左
衛
門
江
間
氏
手
帳
間
氏
之
分
失
念
と
存
、
五
日
之

泊
板
木
宿

飛
脚
を
以
右
巴
屋
江
書
状
遣
し
否
返
事
取
、
稲
荷
山
宿
問
屋
ニ
而
出

合
候
筈
ニ
い
た
し
候
処
、
今
日
板
木
宿

使
者
出
張
居
巴
屋
へ
遣
し
候
処
、
同
人

義
不
当
之
返
答
ニ
而
飛
脚
之
名
前
迄
書
取
、
受
取
も
不
差
出
、
馴
御
用

不
審
ニ

付
大
坂
鈴
木
町
へ
引
合
抔
相
答
、
坂
木
ニ
於
而
も
一
同
心
配
い
た
し
居
候
間
、
引

帰
し
貰
度
段
被
申
候
得
共
、
談
之
上
先
方

下
書
之
通
一
札
認
遣
し
、
勿
論
大
丈

夫
ニ
申
置
候
事

八
日
東
雲
過
出
立
、
夜
前
雨
少
し
降
、
今
朝
天
気
よ
し
、
麻
績
宿

青
柳
へ
壱
里

十
丁
、
此
手
前
之
道
バ
タ
ニ
弘
法
大
師

喜
一
塚
あ
り
、
夫

三
り

山
麓
会
田
宿
、
か
り
や
原
宿
へ
壱
り
十
一
丁
之
間
ニ
而
俄
ニ
曇
大
あ
ら
れ
降
、
暫

あ
っ
て
や
む
、
天
気
よ
し
、
九
ツ
前
か
り
や
原
立
場
花
や
幸
助
中
飯
、
壱
り
半
山

越
岡
田
宿
、
松
本
へ
壱
り
、
松
本
ハ
六
万
石
松
平
丹
波
守
様
御
城
下
、
村
井
へ
壱

り
半
、
郷
原
へ
壱
り
半
、
洗
馬
へ
壱
り
半
、
初
夜
前
問
や
志
村
勘
之
烝
着
、
八
ツ

比

風
吹
冷
る
事
甚
し
、
此
洗
馬
よ
り
御
定
メ
賃
銭
ニ
戻
ル
、
尤
此
所
貫
目
改
所
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也
、
千
木
方
へ
心
付
遣
ス
、
都
而
ケ
様
之
改
場
所
等
ニ
而
ハ
問
屋
へ
罷
出
候
宿
を

心
掛
ケ
止
宿
い
た
し
相
談
し
、
千
木
方

心
付
遣
ス
事
ニ
候
、
中
改
ニ
而
貫
目
相

増
候
時
ハ
増
賃
取
候
間
、
此
辺
相
心
得
よ
ろ
し
く
候

九
日
暁
出
立
、
冷
甚
敷
手
拭
抔
凍
る
、
本
山
へ
三
十
丁
、
贄
川
へ
二
り
、
此
間
片

平
村
休
、
天
気
大
吉
、
此
手
前
之
桜
沢
村
境
橋

尾
張
御
領
分
、
夫
迄
ハ
松
平
丹

波
守
様
御
預
り
所
也
、
此
辺

お
六
梳
あ
り
、
又
毛
物
の
皮
抔
売
、
一
り
半
奈
良

井
、
一
り
半
藪
原
、
此
内
鳥
居
峠
、
奈
良
井

三
十
丁
登
り
、
廿
三
丁
下
り
也
、

此
辺
之
山
ニ
雪
有
、
日
影
ニ
ハ
三
尺
斗
も
不
解
、
又
此
山
迄
谷
川
之
水
ハ
東
へ
流

レ
、
末
ハ
丹
波
川
江
出
候
由
、
此
山
瀬
切
ニ
而
是

西
へ
流
レ
、
末
ハ
名
古
屋
方

へ
出
候
由
、
九
ツ
時
藪
原
問
屋
前
ニ
而
く
し
や
ニ
而
中
飯
、
都
而

尚

又

木
曽
の
間
ハ
宿

々
助
郷
無
之
候
ニ
付
、
壱
日
廿
五
疋
人
足
廿
五
人
何
レ
も
折
帰
し
ニ
而
継
立
候
得

者
、
其
外
如
何
様
之
御
用
ニ
而
も
不
差
出
、
勿
論
相
対
ハ
格
別
ニ
候
、
二
り
行
宮

ノ
越
宿
、
夫

木
曽
義
仲
之
城
跡
あ
り
、
ふ
く
嶋
宿
手
前
ニ
御
関
所
有
、
六
ツ
時

福
嶋
俵
や
孫
十
郎
泊
、

十
日
東
雲
之
出
立
、
此
辺
至
而
寒
所
ニ
而
、
出
立
之
節
江
戸
ハ
梅
花
盛
過
候
処
、

今
以
此
辺
梅
花
莟
も
不
附
、
今
日
上
天
気
、
弥
生
村
手
前
ニ
木
曽
の
桟
橋
あ
り
、

今
者
土
台
に
石
を
積
有
之
候
得
共
、
元
ハ
葛
か
づ
ら
を
以
渡
し
候
由
、
依
而
発
句

に
桟
や
命
を
か
ら
む
蔦
か
づ
ら

芭
蕉

五
ツ
時
比
弥
生
村
休
、
此
辺
往
還
筋
ハ
谷
川
幅
づ
た
ひ
に
て
眺
望
絶
景
ニ
而
江
州

水
海
丁
子

流

末

口
水
行
之
し
ゝ
と
び
米
洗
か
し
丁
子
ノ
口
ト
云
ニ
も
遥
ニ
劣
ら
ず
候
、

上
ケ
松
宿

拾
弐
丁
ね
ざ
め
そ
ば
の
名
物
た
せ
や
善
兵
衛
休
、
是

右
へ
壱
丁
下

り
、
臨
せ
ん
寺
口
わ

浦
嶋
之
釣
を
せ
し
旧
跡
絶
景
也

昼
廻
に
昼
寝
せ
ふ
も
の
床
の
山

は
せ
を

筏
士
に
何
を
か
問
ん
青
あ
ら
し

也
有
翁

八
ツ
前
須
原
桜
屋
久
兵
衛
中
飯
壱
り
三
十
丁
、
野
尻
二
り
半
、
三
留
の
七
ツ
過

着
、
宮
川
真
助
泊
、
前
ね
ざ
め
ニ
而
間
氏

馬
の
背
て
ね
む
る
ね
ざ
め
や
そ
ば
の
あ
じ

十
一
日
明
方
前
出
立
、
一
り
半
妻
ご
め
、
木
曽
谷
岩
石
之
大
井
成
を
間
氏

い
わ
い
し
に
は
な
し
た
へ
け
り
木
曽
の
谷

此
辺
之
梅
花
満
開
之
処

分
り
が
た
き
を

蔭
山

遠
く
見
て
か
を
り
で
知
る
哉
梅
の
花

朝
曇
候
処
、
四
ツ
比

天
気
よ
し
、
ま
ご
め
ま
で
二
り
之
間
ニ
一
石
杤
あ
り
、

ま
ご
め

廿
四
五
町
十
石
峠
を
下
り
信
濃
・
美
濃
国
境
也
、
四
ツ
半
落
合
宿
ほ

う
鼻
ニ
而
中
飯
、
八
ツ
半
大
井
宿
池
田
屋
弥
兵
衛
泊

右

善
助

善
光
寺
本
堂

中

善
助

左

弥
生
ノ
前

如
来

仁
王
門
弘
化
未
年
之
地
震
ニ
潰
レ
爾
今
建
立
無
之

十
二
日
明
方
出
立
、
夫

三
り
半
登
り
下
り
な
り
、
十
三
峠
と
云
、
深
葺
ノ
里
立

場
休
、
此
手
前
ニ
名
古
屋
・
伊
せ
道
あ
り
、
大
久
手
宿

一
ツ
卅
丁
下
り
勝
ニ
而

細
く
て
宿

一
り
手
前
立
場
一
ツ
屋
ノ
里
、
琵
琶
峠
、
細
く
て

み
た
け
宿
へ
三



り
十
一
丁
、
手
前
ニ
居
尻
村
土
橋
之
右
手
ニ
和
泉
式
部
之
塚
あ
り

寛
仁
三
己
未
呑不
分

い
つ
み
式
部
廟
所

ひ
と
り
さ
へ
渡
れ
ば
し
づ
む
浮
は
し
に

あ
と
な
る
人
ハ
し
ば
し
と
ゞ
ま
れ

此
外
千
字
不
分

中
飯
者
細
久
手
宿
、
此
宿
去
年
十
二
月
十
八
日
火
事
ニ
而
過
半
焼
失
也
、
み
た

け
宿

ふ
し
み
宿
迄
一
り
五
町
、
此
宿
迄
尾
州
御
領
分
、
是

西
美
濃
郡
代
岩
田

鍬
三
郎
様
御
支
配
所
、
是

並
木
之
通
り
平
地
也
、
一
り
十
六
丁
ニ
而
立
場
相
生

屋
休
、
夫

太
田
川
船
渡
し
廿
二
里
ニ

太
田
宿
、
尾
州
様
出
張
御
陣
屋
あ
り
、

七
万
石
御
捌
之
由
、
七
ツ
半
着
、
礒
ケ
谷
茂
六
郎
泊
、
細
久
手
辺

女
髪
結
様
抔

上
方
風
ニ
相
成
候
、
言
者
矢
張
違
申
候

十
三
日
明
方
前
出
立
、
岩
屋
観
音
参
詣
、
観
音
坂
長
坂
峠
打
越
、
う
沼
宿
迄
二
り

遠
し
、
少
し
曇
、
但
太
田
川
通
桑
名
・
名
古
屋
等
へ
船
有
之
、
桑
名
へ
十
八
里

也
、
笠
松
へ
も
出
候
、
観
音
之
辺

眺
望
絶
景
也
、
鵜
沼
宿

加
納
宿
迄
四
り
八

丁
之
丁
場
五
り
半
有
也
、
但
御
朱
印
地
穢
多
在
等
除
間
ニ
相
成
故
也
、
加
納
宿

廿
五
町
余
り
、
前
之
桐
（
マ
マ
）

通
し
村
ニ
奥
州
磐
城
出
張
陣
屋
有
之
、
此
辺
ニ
弐
万
三

千
石
斗
御
領
分
あ
り
候
由
、
加
納
宿
ハ
三
万
石
永
井
肥
前
守
様
御
城
下
ニ
而
、
此

最
寄
村
里
と
も
長
者
等
相
見
へ
繁
花
之
地
な
り
、
右
丁
場
両
川
並
木
見
事
ニ
而
平

地
な
り
、
加
納

壱
り
余
ニ
而
が
う
ど
川
船
渡
し
越
が
う
ど
宿
、
尤
中
飯
ハ
加
納

宿
問
屋
前
ニ
而
致
ス
、
が
う
ど
宿

名
所
成
い
つ
ぬ
き
川
、
小
川
ニ
而
橋
あ
り
、

夫

み
へ
じ
宿
廿
丁
余
り
ニ
而
さ
わ
た
り
川
船
渡
し
、
七
ツ
半
赤
坂
宿
大
升
屋
平

吉
泊
、
先
程

小
雨
降

観
音
の
深
き
御
慈
悲
ニ
太
田
川
身
の
仕
合
と

岩
や
お
が
み
つ

間
氏

加
納
迄
之
丁
場
芝
所
ニ
付
、
先
年
大
坂
嶋
市
開
発
ニ
罷
出
仕
付
取
掛
り
候
得
共
、

無
其
儀
事
あ
り
、
依
之

ひ
ら
け
ね
ば
か
ゞ
美
濃
原
も
見
へ

わ
り
ず
加
納
ま
じ
か
く
捨
た
鋤
鍬

同
人

俄
雨
早
宿
り
け
り
旅
の
そ
ら

蔭
山

幸
と
早
宿
り
け
り
俄
雨

同
人

十
四
日
早
朝
出
立
、
曇
天
之
処
五
ツ
前
よ
り
雨
降
、
赤
坂

垂
井
へ
一
り
十
三

丁
、
樽

（
垂
）

井
よ
り
養
老
瀧
へ
二
り
、
同
宿

関
ゲ
原
一
り
半
、
夫

今
須
へ
一
り
、

今
須

柏
原
迄
一
り
之
間
ニ
美
濃
・
江
州
と
の
境
、
寝
物
語
是
者
昔
し
源
義
経
卿

奥
州
へ
落
行
給
ふ
を
御
側
を
勤
め
て
在
し
時
、
御
手
を
拭
ら
し
瞽
女
と
申
人
御
跡

を
尋
、
此
処
ニ
行
暮
ら
し
、
里
之
人
家
ニ
止
宿
被
遊
候
処
、
隣
り
家
ニ
も
御
家
来

江
田
と
申
人
同
様
義
経
卿
御
尋
ニ
罷
出
止
宿
之
処
、
右
瞽
女
之
里
人
ニ
御
物
静
を

居
な
が
ら
聞
、
名
乗
合
而
御
供
い
た
し
義
経
卿
を
尋
ね
に
出
行
し
ゆ
へ
、
両
国
寝

物
語
と
公

も
分

御
建
被
成
候
事
と
承
り
候
、
柏
原

醒
ヶ
井
迄
一
り
半
、

九
ツ
過
着
、
越
後
屋
久
兵
衛
中
飯
泊
、
今
以
雨
不
止
、
夜
雷
鳴
、
此
所
赤
か
ぶ
ら

あ
り
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笠
倉
屋
出
立
之
節
同
宿
連
中
へ

立
わ
か
れ
い
な
ば
や
宿
を
見
名
残
り
て

ま
つ
と
キ
君
を
帰
り
国
ニ
て

間
氏

銘
々
共
帰
国
を
見
送
り
て

う
し
ろ
か
げ
見
る
哉
霞
ニ

は
い
る
ま
て

河
州
大
谷
氏

社
中

餘
米
壱
俵
年
の
暮
に
送
り
候
而
受
取
に
其
角

大
黒
の
ふ
ま
へ
に
た
ら
ぬ
年
の
暮

右
其
角
の
古
句
に
競
べ
て

間
氏

大
黒
の
ふ
ま
へ
程
く
ふ
し
る
粉
餅

十
五
日
五
ツ
前
出
立
、
雨
降
、
ば
ん
バ

鳥
居
本
へ
壱
り
之
内
す
り
針
峠
あ
り
、

向
ウ
少
し
右
手
に
水
海
見
ゆ
る
、
鳥
居
本

高
宮
へ
一
り
半
、
中
程

左
へ
這
入

多
賀
大
権
現
へ
参
詣
、
境
内
広
く
し
而
結
構
也
、
夫

高
宮
へ
出
、
石
之
大
鳥
居

あ
り
、
凡
壱
里
斗
全
廻
り
也
、
高
宮
棒
鼻
茶
屋
ニ
而
三
人
支
度
、
尤
鳥
居
本

天

気
快
晴

（
情
）

、
ゑ
ち
川
巾
弐
百
間
斗
も
有
之
、
乍
併
水
な
し
、
七
ツ
過
む
さ
宿
小
松
や

角
右
衛
門
泊
、
鳥
居
本
宿
放
し
て
松
原

右
手
ニ
彦
根
御
城
ミ
ゆ
る
、
高
宮
よ
り

十
丁
斗
、
此
方
に
藤
細
工
之
在
所
あ
り
、
雨
少
し

十
六
日
晴
、
六
ツ
前
出
立
、
森

（
守
）

山
へ
三
り
半
ハ
遠
し
、
夫

草
津
へ
一
り
半
、
草

津
姥
ゲ
餅
屋
中
飯
、
今
日
上
天
気
四
ツ
半
着
、
但
関
宿
貫
目
改
相
済
即
刻
乗
船
、

九
ツ
過
大
津
上
陸
、
七
ツ
前
京
着
、
三
条
通
御
幸
町
北
へ
入
本
屋
八
郎
右
衛
門

泊
、
今
日
上
天
気

十
七
日
禁
裏
御
所

東
廻
り
西
本
願
寺
迄
道
順
所
々
寺
社
拝
礼
、
尤
南
禅
寺
前
ニ

而
中
飯
、
暮
方
旅
宿
江
帰
着
、
上
天
気

十
八
日
五
ツ
時
出
立
、
小
雨
降
、
四
ツ
過
伏
見
着
、
水
屋
六
兵
衛
ニ
而
支
度
之
上

九
ツ
前
乗
船
、
荷
物
共
十
弐
人
取
、
今
日
雨
甚
し
、
暮
過
八
軒
屋
着
、
濱
屋
泊

十
九
日
天
気
晴
、
帰
村

同
日
帰
村
届
并
御
添
触
・
駄
賃
帳
返
上
、
清
帳
面
上
ケ
ル

（
以
下
五
丁
白
丁
）

十
一
月
十
八
日
駿
州
由
比
宿

国
元
へ
書
状
出
ス

廿
三
日
国
元
へ
書
状
飛
脚
へ
出
ス

廿
八
日
同
断

田
中
氏

大
惣

常
吉
氏

宅

正
月
四
日
品
物
入
様
箱
へ
仕
込
便
船
へ
出
ス

但
安
次

（
治
）

川
近
傳
着

正
月
十
八
日
国
元
へ
状
出
ス

西
蔭
山
氏
へ

宅
へ

源
蔵
へ

大
宗
へ

正
月
十
一
日
出
大
宗

之
状
、
同
廿
二
日
着

廿
二
日
出
宅

之
状
、
同
廿
九
日
着

二
月
四
日
国
元
へ
状
出
ス

濱
や
着

宅
へ

大
鹿
や
へ

壱
通

二
月
廿
一
日
友
渕
村
上
乗
帰
国
ニ
付
書
状
便
出
ス

宅
へ

羽
間
氏
宅
付



三
月
十
六
日
京
都

宅
へ
、
店
走
り
ニ
而
出
ス

（
裏
表
紙
）

【
解
説
】

は
じ
め
に

こ
の
史
料
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
摂
津
国
西
成
郡

島
村
庄
屋
蔭
山

保
之
助
（

）
が
、
大
坂
鈴
木
町
代
官
所
支
配
の
幕
府
領
年
貢
米
上
納
の
た
め
、
郡
中
納

庄
屋
と
し
て
江
戸
へ
赴
い
た
際
の
記
録
と
し
て
残
し
た
日
記
で
、
大
阪
府
立
大
学

経
済
・
経
営
法
律
系
図
書
室
所
蔵
の
越
知
家
文
書
に
含
ま
れ
る
史
料
で
あ
る
。

畿
内
幕
府
直
轄
領
の
本
途
物
成
の
う
ち
、
米
納
部
分
の
年
貢
米
は
、
基
本
的
に

は
江
戸
・
京
・
大
坂
の
幕
府
蔵
に
改
送
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
直
轄
領
の
年
貢
米
は

城
米
と
呼
ば
れ
、
そ
の
う
ち
江
戸
の
米
蔵
に
納
め
る
年
貢
米
を
江
戸
廻
米
と
称
し

た
。江

戸
へ
の
廻
米
輸
送
に
は
、
郡
中
か
ら
納
庄
屋
と
上
乗
が
選
ば
れ
、
郡
中
の
代

表
と
し
て
年
貢
上
納
の
任
務
に
あ
た
る
。
納
庄
屋
は
江
戸
に
て
納
米
に
あ
た
る
も

の
で
、
上
乗
は
廻
船
に
同
乗
し
て
船
中
の
輸
送
米
の
監
督
・
処
分
そ
の
他
の
取
締

り
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
の
代
表
者
は
、
郡
中
の
実
力
者
の
中
か
ら
適
任
者
が
決
め

ら
れ
た

（

）
。

安
政
五
年
に
納
庄
屋
と
し
て
江
戸
へ
赴
い
た
蔭
山
保
之
助
は
、
大
坂
よ
り
江
戸

へ
の
往
路
は
東
海
道
、
復
路
は
中
山
道
を
辿
り
、
善
光
寺
を
経
由
し
て
帰
国
す

る
。
こ
れ
は
、
摂
津
・
河
内
国
の
一
般
的
な
納
庄
屋
の
旅
の
コ
ー
ス
と
考
え
ら
れ

る
（

）
。江

戸
廻
米
に
関
す
る
旅
日
記
は
、
他
に
も
残
存
す
る
が
、
今
回
特
に
こ
の
史
料

の
釈
文
を
掲
載
す
る
の
は
、
大
阪
府
立
大
学
所
蔵
の
越
知
家
文
書
に
同
年
の
江
戸

廻
米
関
係
史
料
が
文
書
群
と
し
て
残
り
、
同
日
記
の
記
載
に
関
連
す
る
具
体
的
な
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内
容
が
他
の
史
料
に
よ
っ
て
傍
証
で
き
る
こ
と
、
日
記
の
内
容
が
詳
細
で
当
時
の

状
況
を
把
握
す
る
う
え
で
興
味
深
い
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

こ
の
日
記
を
た
よ
り
に
、
幕
府
御
用
と
し
て
江
戸
へ
赴
い
た
蔭
山
保
之
助
が
、

誰
と
連
れ
立
っ
て
ど
の
よ
う
な
旅
を
し
、
何
を
記
録
し
た
の
か
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
旅
を
通
じ
た
納
庄
屋
の
任
務
の
一
端
が
理
解
で
き
る
。

摂
津
国
西
成
郡

島
村
に
つ
い
て

ま
ず
、
幕
末
期
蔭
山
保
之
助
が
庄
屋
を
務
め
た
摂
津
国
西
成
郡

島
村
に
つ
い

て
簡
単
に
解
説
を
加
え
る
。

西
成
郡
史
（

）

に
よ
れ
ば
、
明
治
十
九
年
ま
で
は
村

名
を

島
村
と
書
い
た
が
、
明
治
十
九
年
一
月
三
十
一
日
に

を

稗

に

改
め
た
。
そ
し
て

ひ
え
し
ま

を

へ
じ
ま

と
呼
び
、
旧
中
津
川
と
神
崎
川

旧
支
流
の
大
野
川
と
の
間
に
あ
っ
た
が
、
淀
川
改
修
工
事
の
の
ち
、
新
淀
川
が
村

内
を
縦
断
し
、
南
北
に
二
分
さ
れ
た
。
ま
た
、
岡
田
光
代

史
料
紹
介

摂
津
国

西
成
郡
稗
島
村
天
保
一
五
年

明
細
帳

、
他
（

）

に
よ
れ
ば
、
元
和
五
年
（
一
六

一
九
）
以
降
近
世
を
通
じ
て
同
村
は
幕
府
領
で
あ
り
、
天
保
十
五
年

明
細
帳

に
よ
る
と
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
の
検
地
で
は
一
、
四
五
三
・
四
五
五
石
。

そ
の
後
新
田
開
発
に
よ
り
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の

村
方
模
様
書
上

に

は
合
計
一
、
四
六

・
六
九

石
と
記
載
さ
れ
る
が
、
天
保
郷
帳
の
一
、
四
六

五
・

二
八
石
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

明
細
帳

に
表
れ
た
同
村
の
特
徴
は
、

三
、
一
二
五
人
と
い
う
人
口
の
多
さ
と
家
数
六
八
五
軒
の
約
七
三
％
に
お
よ
ぶ
無

高
層
の
比
率
で
あ
り
、
職
業
構
成
を
み
る
と
商
業
・
漁
業
の
比
重
が
高
い
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
村
は
大
坂
鈴
木
町
代
官
所
の
支
配
地

で
あ
っ
た
。

大
坂
鈴
木
町
代
官
所
支
配
幕
府
領
の
江
戸
廻
米
の
概
要

日
記
の
内
容
を
解
説
す
る
前
に
、
越
知
家
文
書
に
含
ま
れ
る
安
政
五
年
の

江

戸
御
廻
米
手
帳

（

）

に
記
さ
れ
た
同
年
度
の
大
坂
鈴
木
町
代
官
所
支
配
幕
府
領
の
江

戸
廻
米
の

郡
々

高

を
表

に
示
し
た
。

表 安政 年度 大坂鈴木町代官所支配幕府領の江戸廻米合計石高
（単位 石）

国名 郡名 本米 欠米 小計 本籾 欠籾 小計

摂津国 西成郡

東成郡

住吉郡

豊島郡

川辺郡

摂津国合計

河内国 丹南郡

和泉国

大鳥郡

同 郡

泉 郡

南 郡

和泉国合計

三ヶ国総計



右
記
の
通
り
、
こ
の
年
の
大
坂
鈴
木
町
御
代
官
所
支
配
の
摂
河
泉
幕
府
領
の
江

戸
廻
米
合
計
高
は
、
本
米
一
七
、
七
八
一
石
余
、
欠
米

（

）

三
五
五
石
余
、
合
計
一

八
、
一
三
六
石
余
に
も
及
び
、
そ
れ
以
外
に
、
一
、
二
二
八
石
余
の
籾
納
が
あ
っ

た
。
こ
れ
を
十
三
艘
の
廻
船
で
江
戸
へ
廻
送
し
て
い
る
。
初
船
の
大
坂
出
帆
は
十

一
月
二
日
、
同
月
十
四
日
品
川
入
津
、
最
終
船
の
大
坂
出
帆
は
十
二
月
二
十
九

日
、
正
月
十
七
日
品
川
入
津
と
な
る
。

同
行
者
と
旅
程

先
に
記
し
た
通
り
、
納
庄
屋
は
乗
船
せ
ず
陸
路
を
往
復
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て

乗
船
し
て
廻
送
米
の
監
督
に
当
た
る
の
が
上
乗
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
乗
は

船
数
分
の
人
数
が
必
要
と
な
る
が
、
納
庄
屋
の
数
は
限
ら
れ
る
。
上
乗
の
名
前
を

挙
げ
る
と
、
次
の
通
り
と
な
る

（

）
。

初
船

摂
津
国
西
成
郡
海
老
江
村

重
助

四
番
積
弐

摂
津
国
西
成
郡
海
老
江
村

清
五
郎

壱
番
積
三

和
泉
国
南
郡
礒
上
村

源
次
郎

五
番
積
四

摂
津
国
西
成
郡
大
和
田
村

清
兵
衛

七
番
積
五

摂
津
国
西
成
郡
海
老
江
村

友
七

弐
番
積
六

摂
津
国
西
成
郡
大
和
田
村

清
次
郎

三
番
積
七

摂
津
国
西
成
郡
野
里
村

善
五
郎

弐
番
積
八

和
泉
国
大
鳥
郡
上
石
津
村

由
兵
衛

三
番
積
九

和
泉
国
南
郡
礒
上
村

利
兵
衛

六
番
積
十

摂
津
国
西
成
郡
海
老
江
村

喜
右
衛
門

八
番
積
十
一

河
内
国
丹
南
郡
多
治
井
村

三
右
衛
門

四
番
積
十
二

和
泉
国
大
鳥
郡
下
石
津
村

六
郎
兵
衛

九
番
積

摂
津
国
西
成
郡
海
老
江
村

佐
市

こ
れ
に
対
し
て
、
大
坂
鈴
木
町
御
代
官
所
支
配
の
摂
河
泉
郡
々
惣
代
納
庄
屋
は

次
の
三
名
で
あ
る

（

）
。

摂
津
国
西
成
郡
海
老
江
村
庄
屋

間
市
右
衛
門

摂
津
国
西
成
郡

島
村
庄
屋

蔭
山
保
之
助

和
泉
国
南
郡
礒
上
村
庄
屋

中
山
元
之
丞

河
内
国
の
廻
米
も
含
ま
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
同
国
郡
中
よ
り
納
庄
屋
が
出
て

い
な
い
の
は
、
同
国
廻
米
の
石
高
が
米
籾
合
わ
せ
て
六
八
五
石
弱
と
、
全
体
の

四
％
の
割
合
に
も
満
た
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

往
路
の
同
行
者
と
し
て
は
、
十
一
月
二
十
二
日
の
記
述
に

中
山
・
蔭
山
ハ
才

領
人
乙
右
衛
門
召
連
朝
六
ツ
時
過
出
立

と
あ
り
、
才
領
人
乙
右
衛
門
が
確
認
で

き
る
。
才
領
人
と
は
、
荷
物
運
送
の
人
夫
な
ど
を
司
掌
す
る
者
を
い
う
（

）
。
同
月
二

十
八
日
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

才
領
人
乙
右
衛
門
義
ハ
今
日
迄
諸
届
物
ニ
相
使
、

今
日
朝
引
取
候
事

と
あ
り
、
江
戸
到
着
後
、
乙
右
衛
門
は
十
一
月
二
十
八
日
に

引
き
取
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

復
路
で
は
、
二
月
晦
日
の
記
述
に

才
領
人
之
儀
者
泉
州
兎
田
村
上
乗
人
九
兵

衛
雑
用
ニ
而
召
連
候
事

と
あ
り
、
才
領
人
と
し
て
泉
州
兎
田
村
上
乗
人
九
兵
衛

が
同
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
才
領
人
は
荷
物
運
送
の
人
夫
な
ど
を

司
掌
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
も
雑
用
を
務
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
同

様
に
、
正
月
三
日
か
ら
の
日
光
参
詣
道
中
記
に

小
堀
様
御
廻
米
上
乗
河
州
深
野
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新
田
友
次
郎
居
合
候
ニ
付
雑
用
賄
ニ
而
召
連
候
事

と
い
う
記
述
も
あ
り
、
廻
船

内
監
督
の
務
め
を
終
え
た
上
乗
は
、
納
庄
屋
の

雑
用

係
と
し
て
旅
に
同
行
す

る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
っ
て
、
納
庄
屋
と
上
乗
の
関
係
性
も

明
ら
か
で
あ
る
。

旅
程
に
つ
い
て
は
、
表

に
示
し
た
が
、
概
略
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

十
一
月
九
日

同
月
二
十
四
日

大
坂

江
戸
（
東
海
道
）

正
月
三
日

同
月
十
一
日

江
戸

日
光
往
復
（
日
光
街
道
）

三
月
一
日

同
月
十
九
日

江
戸

大
坂
（
中
山
道
・
北
国
街
道
）

蔵
納
皆
済
の
正
月
晦
日
ま
で
の
期
中
で
日
光
参
詣
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
正
月

休
み
を
利
用
し
て
い
る
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。
廻
船
の
う
ち
品
川
入
津
か
ら
御
蔵

水
揚
・
内
拵

（

）
ま
で
の
間
に
正
月
を
挟
ん
で
い
る
の
は
四
番
積
廻
船
で
、
十
二
月
二

十
八
日
上
刻
品
川
入
津
、
正
月
十
日
水
揚
、
同
月
十
二
日
内
拵
、
積
合
せ
の
納
籾

に
つ
い
て
は
、
正
月
十
二
日
に
小
菅
御
蔵
に
水
揚
、
翌
日
内
拵
し
て
い
る
。
つ
ま

り
こ
の
間
、
蔵
納
業
務
は
休
み
と
な
る
。

こ
こ
ま
で
同
行
者
及
び
旅
程
の
概
要
を
見
て
き
た
が
、
次
に
こ
の
日
記
の
内
容

を
時
刻
・
地
理
・
物
価
・
風
俗
・
慣
例
・
そ
の
他
特
記
事
項
の
項
目
に
分
け
て
紹

介
す
る
。

時
刻
に
関
す
る
記
述

こ
の
日
記
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
毎
日
出
立
時
刻
、
及
び
到
着
時
刻
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。
詳
細
は
前
記
旅
程
表
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
往
路
と
復
路
及
び
日
光

参
詣
道
中
で
若
干
違
う
の
は
、
往
路
は
出
立
時
刻
が
正
確
に
記
録
さ
れ
て
い
る

が
、
復
路
及
び
日
光
参
詣
道
中
で
は
、

朝

暁

東
雲

明
け
方

早

朝

と
い
っ
た
お
お
お
ま
か
な
記
述
が
比
較
的
多
い
。
こ
れ
は
往
路
が
蔵
納
前
で

あ
り
、
そ
の
心
境
の
緊
張
感
を
物
語
っ
て
い
て
、
紛
議
の
際
の
裏
付
け
資
料
と
し

て
日
記
を
意
識
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
正
月
晦
日
蔵
納
皆
済
後
の

日
記
に
は
、
短
歌
や
俳
句
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
復
路
の
道
中
に
は
往
路

に
は
な
い
遊
山
気
分
が
表
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
（

）
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
往
路
・
復
路
と
も
夜
明
け
前
に
宿
を
出
立
し
、
日
没
前
に

宿
へ
入
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
歩
行
距
離
は
一
日
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
前
後
で

あ
る
。

地
理
に
関
す
る
記
述

地
理
に
関
し
て
、
国
境
や
所
領
・
支
配
に
関
す
る
記
述
が
多
数
あ
る
の
も
、
こ

の
日
記
の
特
徴
で
あ
る
。
本
文
の
該
当
部
分
を
表

、
表

に
ま
と
め
た
。

公
務
の
性
格
上
、
国
境
や
所
領
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
道
中
で
問
題
が
起
こ
っ

た
場
合
に
、
支
配
的
側
面
か
ら
の
問
題
解
決
に
お
い
て
重
要
な
情
報
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
年
貢
米
廻
送
中
の
廻
船
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
越
知
家
文
書
に
含

ま
れ
る
同
年
の

浦
御
触
写

に
お
い
て
は
、

津
々
浦
々
ニ
お
ゐ
て
入
津
出
帆

之
時
日
其
所
ニ
滞
船
之
始
末
日
帳
ニ
記
し
、
早
々
出
帆
可
為
致
候
、
且
自
然
逢
難

風
ニ
候
節
者
早
速
助
船
差
出
、
御
米
大
切
ニ
い
た
し
置
、
其
最
寄
御
代
官
江
訴
出

差
図
受
可
取
斗
候

と
い
う
触
書
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
廻
船
の
津
々
浦
々
に
お
い

て
の
入
津
出
帆
に
つ
い
て
、
そ
の
日
時
・
場
所
・
状
況
を
船
中
日
帳
に
記
し
置

き
、
海
難
時
に
は
す
ぐ
に
助
船
を
差
出
す
と
と
も
に
、
最
寄
り
の
代
官
へ
連
絡
の



表
政
安

村
島
稗
郡
成
西
国
津
摂
年

戸
江
助
之
保
山
蔭
屋
庄
納

表
程
旅
中
道
米
廻

地
由
経

刻
時

地
発
出
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日

刻
時

地
泊

宿
地
飯
昼

月
屋
軒
八

日
時
ツ
五
夜

源
境

）
泊

中
船

月
伏

津
大
・
見
伏

暁
方
枚

日
見

津
草

屋
国
の
津

之
り

明
西

門
衛

右
十

原
柏

内
月

山
土

口
水

口
水

暁
津
草

日
衛

兵
長

屋
黒

大
月

山
亀

山
亀

時
ツ
七

山
土

日
市
日
四

屋
松

前
暮

門
衛

右
郎

七
屋

帯
月

宮
名
桑

時
ツ
七

市
日
四

日
日

門
衛

右
尾

易
や

国
の

紀
入
の

月
鮒
池
・
海
鳴

時
ツ
七

宮
日

鯉
鮒
池

鯉
川
藤

屋
形
山

過
ツ

七
衛

兵
小

や
こ

ば
た

月
仁
・
油
御

時
ツ
七

川
藤

日
坂
舞

居
新
・
賀
須
白
・
川

暮
門

衛
右

久
や

崎
川

月
龍
天

松
浜

時
ツ
七

坂
舞

日
川
掛

店
茶
川

過
暮

屋
金

捻
月

・
峠
坂
日

時
ツ
七

川
掛

日
部
岡

田
島

田
島
・
川
井
大

ツ
八

平
久

や
田

吉
陣

本
脇

時
半

月
川
部
阿

過
時
ツ
七

部
岡

日
比
由

子
丸
・

過
ツ

七
衛

兵
郎

四
屋

沌
温

月
・
原
蒲

過
時
ツ
六

比
由

日
原
吉

原
吉

島
三

屋
州
甲

前
入

日
衛

兵
善

屋
和

大
月

箱
山
根
箱

時
ツ
六

島
三

日
峠
根

原
田
小

屋
戸
江

暮
門

衛
右

三
や

ら
と

月
大

磯
大

時
ツ
五

原
田
小

日
磯

沢
藤

屋
竹
初

前
入

日
蔵

文
屋

万
月

島
之
江

過
時
ツ
六

沢
藤

日
麓
山
倉
鎌

塚
戸
・
倉
鎌
・

谷
ヶ
程

過
ツ

六
暮

衛
兵

彦
屋

亀
月

品
川
品

時
ツ
六

谷
ヶ
程

日
川

草
浅

屋
前
備

時
ツ

七
方

衛
兵

忠
月

草
浅

草
浅

日
吉

傳
屋

倉
笠

月
草
浅

日
加
草

加
草

朝
吉
傳
屋
倉
笠

壁
粕

時
ツ

七
門

衛
右

彦
屋

砂
高

月
・
田
中
・
橋
栗

暁
壁
粕

日
田
飯

田
中

木
野
・
河
古

過
ツ

七
助

良
の

館
陣

本
脇

月
橋
石

橋
石

朝
田
飯

日
宮

之
都
宇

屋
桜

時
ツ

七
門

衛
右

仙
屋

白
月

沢
大

沢
大

朝
宮
之
都
宇

日
石
鉢

助
兵
や
松
若

時
ツ

七
衛

兵
半

ヤ
紙

月
帰
馬

詣
参
光
日

朝
石
鉢

日
里
之
し

石
鉢

屋
蔦

時
ツ

七
衛

兵
半

ヤ
紙

月
詣
参
光
日

時
ツ
五

石
鉢

日
石
鉢

郎
次
徳

衛
兵
半
ヤ
紙

上
暮

門
衛

右
要

の
館

月
橋
石

橋
石

暁
郎
次
徳

日
山
小

屋
茶
田
新
原
北

時
ツ

七
門

衛
右

礒
屋

丸
月

宿
関
・
河
古

雲
東

山
小

日
）

泊
中
船

月
口
川

日
・
所
番
御
川
中

雲
東

）
着

草
浅

橋
高
川
深

時
ツ

九
吉

傳
屋

倉
笠

月
野
上

草
浅

日
月

嶋
向

草
浅

日

月

善
布

麻
、
宮

天
水

草
浅

日
八

権
并

動
不

黒
目

、
寺

福
し

や
梅

、
塚

翼
比

の
紫

小
茶

の
父

祖
、
寺

天
有

、
き

御
坂

赤
、
台

見
じ

ふ
、
屋
敷
屋
御
様
州
紀
、
前
門
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程
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地
由
経

刻
時

地
発
出

程
日

刻
時

地
泊

宿
地
飯
昼

月
見
妙
内
ノ
堀

草
浅

日
月

神
天
戸
井
亀

草
浅

日
橋
板

時
ツ
八

草
浅

日
晦
月

暮
夕

門
衛

右
所

屋
泉

和
蕨

時
半
ツ
四

橋
板

日
朔
月

川
桶

蕨
半

ツ
七

門
衛

左
権

原
栗

月
・
巣
鴻
・
上
吹

朝
川
桶

日
上
吹

部
岡
・
谷
深
・
谷
熊

庄
本

郎
次
源
や
橘

時
ツ

六
衛

兵
七

井
ろ

も
月

町
新

時
半
ツ
七
暁

庄
本

日
山
義
妙
・
中
安
・
崎
高
・

崎
高

田
井
松

屋
原
須

前
暮

門
衛

左
源

屋
碇

月
氷

碓
・
川

横
暁

田
井
松

日
沓

・
沢

井
軽

・
本

坂
・
峠

沢
井
軽

分
追
・
掛

諸
小

屋
枡
三

前
暮

門
衛

左
六

屋
巴

月
・
野
海
・
中
田

朝
諸
小

日
田
上

田
上

木
板

前
屋
問

半
ツ

七
衛

兵
徳

屋
油

月
・
代
矢
・
倉
戸

朝
木
板

日
善

嶋
波
丹
・
分
追
井
ノ
篠

寺
光

時
ツ

八
衛

兵
喜

屋
ま

や
月

稲
・
堂
善
萬

朝
寺
光
善

日
荷
稲

分
追
井
ノ
篠
・
山
荷

績
麻

宿
山

半
ツ

七
門

衛
右

平
や

花

月
会

・
柳

青
過
雲
東

績
麻

日
松

・
田

岡
・
原

屋
刈

・
田

原
屋
刈

原
郷
・
井
村

・
本

馬
洗

助
幸
や
花
場
立

前
夜

初
烝

之
勘

村
志

や
問

月
・
川
贄
・
山
本

暁
馬
洗

日
越
ノ
宮
・
原
藪
・
井
良
奈

原
藪

嶋
福

や
し
く
前
屋
問

時
ツ

六
郎

十
孫

や
俵

月
上
・
村
生
弥

雲
東

嶋
福

日
原
須

尻
野
・
原
須
・
松
ケ

野
留
三

衛
兵
久
屋
桜

過
ツ

七
助

真
川

宮
月

・
籠
妻

前
方
明

野
留
三

日
合
落

合
落
・
籠
馬

井
大

鼻
う
ほ

半
ツ

八
衛

兵
弥

屋
田

池
月

細
・
手
久
大

方
明

井
大

日
久
細

見
伏
・
嶽
御
・
手
久

田
太

手
半

ツ
七

郎
六

茂
谷

ケ
礒

月
加
・
沼
鵜

前
方
明

田
太

日
納
加

寺
江
美
・
渡
河
・
納

坂
赤

前
屋
問

半
ツ

七
吉

平
屋

升
大

月
ヶ
関
・
井
垂

朝
早

坂
赤

日
ヶ
醒
・
原
柏
・
須
今
・
原

井
ヶ
醒

井
井
ヶ
醒

衛
兵
久
屋
後
越

過
ツ

九
衛

兵
久

屋
後

越
月

本
居
鳥

前
ツ
五

井
ヶ
醒

日
佐
武

宮
高
・

過
ツ

七
門

衛
右

角
や

松
小

月
草
・
山
守

前
ツ
六

佐
武

日
津
草

京
・
津
大
・
津

町
幸

御
通

条
三

屋
餅
ゲ
姥

入
へ

北
前

ツ
七

門
衛
右
郎

八
屋

本

月
入
へ
北
町
幸
御
通
条
三

日
・
寺
願
本
西
・
所
御
裏
禁

御
通

条
三

寺
禅
南

寺
禅
南

入
へ

北
町

幸
方

暮
門

衛
右
郎

八
屋

本

月
入
へ
北
町
幸
御
通
条
三

日
屋
軒
八

見
伏

時
ツ
五

過
暮

屋
濱

月
郡

成
西

国
津
摂

屋
軒
八

日
村

帰
村

島
稗



表 国境に関する記述一覧

記録日 地区 地点 記述内容

月 日 土山 坂の下 猪鼻花屋 此所迄近江国、是 伊勢国也

月 日 桑名 宮 （乗船） 此海伊勢・尾張の境也

月 日 宮 鳴海 安野村堺川 尾張・参河の境也

月 日 二川 白須賀 境川 参河・遠江の境也

月 日 大井川越 大井川 此川遠江・駿河の境なり

月 日 三島 千貫樋 是駿河・伊豆の堺也

月 日 三島 箱根 伊豆・相模の堺あり

月 日 戸塚 新町 此前ニ境木村相模・武蔵の境也

月 日 栗橋関所船渡し 此川迄武蔵、是 下総国

月 日 古河 野木 下総与下野与之国境也

月 日 宇都宮 奥州と日光江之分レあり

月 日 新町 神奈川 武蔵・上野之境也

月 日 碓氷峠 権現 此所上野・信濃の境

月 日 馬籠 落合 十石峠 信濃・美濃国境也

月 日 今須 柏原 美濃、江州との境

表 所領・支配に関する記述一覧

記録日 地区 記述内容

月 日 中田宿 古河 八万石土井大炊頭様御城下

月 日 宇都宮 七万七千石余戸田山城守様、当時安之助、御城下

月 日 古河 関宿
是迄ハ御代官荒井清兵衛様御支配所、此方 関宿領分也〔中

略〕城主ハ六万石久世大和守様なり

月 日 熊谷 当時忍城主松平下総守領分也

月 日 板橋 鴻巣 竹垣三右衛門・川上金吾助御代官所

月 日 深谷
伊奈半左衛門御代官所、此辺御料私料分分入組也、岡部村ニ

安部河内守様御陣屋有

月 日 高崎 此所者八万弐千石、松平右京之亮様御城下

月 日 安中 板倉周防（主計）守様御陣屋あり

月 日 碓氷峠 是迄者安中御領分、夫 木村薫平御代官所也

月 日 小諸 此所牧野様御城下

月 日 上田 此所者松平伊賀守御城下

月 日 松本 六万石松平丹波守様御城下

月 日 贄川
此手前之桜沢村境橋 尾張御領分、夫迄ハ松平丹波守様御預

り所也

月 日 伏見 此宿迄尾州御領分、是 西美濃郡代岩田鍬三郎様御支配所

月 日 太田 尾州様出張御陣屋あり

月 日 加納
前之桐通し村ニ奥州磐城出張陣屋有之、此辺ニ弐万三千石斗

御領分あり候由、加納宿ハ三万石永井肥前守様御城下



〔史料紹介〕 日記

上
、
指
図
を
仰
ぐ
こ
と
を
通
達
し
て
い
る
。

物
価
に
関
す
る
記
述

物
価
に
関
し
て
は
、
別
に

出
府
ニ
付
諸
入
用
其
外
諸
事
控
（

）

と
い
う
史
料
に

詳
細
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
あ
く
ま
で
日
記
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
記
述
の
み
抽
出
し
、
表

に
ま
と
め
た
。

川
渡
し
に
関
し
て
は
、

番
の
大
井
川
越
の
出
費
が
大
き
い
。
六
八
文
の
基
本

料
金
と
は
別
に
、
川
に
て
一
人
一

六
文
、
荷
駄
二
八

文
を
要
し
た
。

番
の

関
宿
か
ら
川
口
ま
で
の
二
四

文
と
い
う
川
船
料
金
は
、
距
離
も
あ
り
夜
船
で
も

あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

壱
丈
代
五
十
文

と
は
敷
物
の
料
金
で
あ
ろ
う
か
。
続
く

記
述
に
よ
れ
ば
、

人
数
五
十
人
斗
乗
候
由
、
同
夜
四
ツ
時
比
音
船
来
ル
、
う
ど

ん
・
餅
・
ぞ
う
に
等
賞
味

と
あ
る
。
船
は
五

人
乗
り
で
、
夜
十
時
頃
に
は
、

う
ど
ん
・
餅
・
ぞ
う
に
な
ど
を
売
る
音
船
が
来
た
こ
と
が
わ
か
る
。

番
の
鎌
倉
見
物
の
案
内
料
金
で
あ
る
が
、
二

文
と
な
っ
て
い
る
。
次
項

で
紹
介
す
る
が
、
日
光
で
も
案
内
者
を
雇
っ
て
い
る
が
、
料
金
の
記
述
は
な
い
。

番
の

台
附

は

だ
い
づ
け

と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
、
寺
社
で

行
わ
れ
た
公
許
の
富
く
じ
で
あ
る
本
富
（
ほ
ん
と
み
）
の
当
た
り
番
号
を
、
そ
の

ま
ま
自
分
た
ち
の
く
じ
の
当
た
り
と
き
め
た
小
規
模
の
富
く
じ
で
あ
る

（

）
。
日
光
山

は
困
窮
を
理
由
に
、
東
叡
山
寛
永
寺
と
と
も
に
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
よ
り

府
内
三
ヶ
所
（
感
応
寺
・
目
黒
不
動
滝
泉
寺
・
湯
島
天
神
別
当
喜
見
院
）
で
、
公

許
の

両
山
御
救
富

を
毎
月
行
っ
た
（

）
。
公
許
の
富
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四

二
）
に
全
面
禁
止
と
な
る
の
で
、
こ
の
時
期
に
は
な
い
が
、
富
興
行
が
行
わ
れ
た

時
代
の
名
残
で
、

台
附

と
称
し
て
隠
富
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
代

金
は
二
朱
（
一
両
の
八
分
の
一
）
で
あ
る
か
ら
、
結
構
な
直
段
で
あ
る
。

風
俗
に
関
す
る
記
述

先
述
の
物
価
の
部
分
に
も
風
俗
的
記
述
は
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
記
述
に

つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
を
表

と
し
て
掲
載
す
る
。

番
の

男
禁
制
所

と
は
、
駆
け
込
み
寺
と
し
て
有
名
な
東
慶
寺
と
考
え
ら

れ
る
。

日
光
道
中
の
宇
都
宮
な
ど
で
は
女
郎
に
関
す
る
記
述
が
あ
っ
た
が
、

番
の
記

述
に
よ
れ
ば
、
日
光
山
の
今
市
・
鉢
石
両
所
で
は
売
女
は
御
法
度
で
あ
っ
た
。

日
光
山
は
江
戸
後
期
、
経
済
的
に
困
窮
を
極
め
る
。
こ
の
た
め
、
文
化
年
間
に

は
先
述
の
と
お
り
御
免
富
を
許
さ
れ
、
上
野
の
東
叡
山
寛
永
寺
と
と
も
に

両
山

御
救
富

を
開
始
す
る
。
こ
う
い
っ
た
事
情
が

番
の
近
隣
地
区
の
屋
根
の
素
材

に
も
表
れ
、
宇
都
宮
か
ら
日
光
ま
で
瓦
葺
の
家
は
一
軒
も
な
く
藁
葺
の
み
で
、
宮

家
で
す
ら
檜
皮
葺
等
と
記
し
て
い
る
。

番
の
亀
戸
天
神
社
の
祭
礼
の
山
車
に
つ
い
て
、
そ
の
賑
わ
い
に
感
嘆
し
な
が

ら
も
、
上
方
の
地
車
に
は
及
び
難
い
と
い
う
記
述
や
、

番
の
細
久
手
よ
り
女
性

の
髪
型
が
上
方
風
に
な
る
が
、
言
葉
は
や
は
り
違
う
と
い
う
記
述
は
、
東
西
文
化

比
較
の
具
体
的
な
証
言
と
し
て
興
味
深
い
。



表 物価に関する記述一覧

記録日 地区 商品 価格に関する記述

月 日 大井川越 渡賃
六十八文、川ニ而壱人百六文、駄荷弐百

八十文

月 日 鎌倉 案内者 弐百文ニ而雇候

月 日 栗橋 関所船渡し 壱人前三十二文、但武士者無銭也

月 日 宇都宮傳馬町 女郎 弐朱壱歩（ 壱歩弐朱 の誤りか）

月 日 芸者 弐朱之揚ゲ弐朱者花也

月 日 徳次郎 白米壱升 百三十六文斗、大坂 廿文程下直也

月 日 古河 関宿（坂東川） 舟渡し賃銭 平人者十六文

月 日 関宿（利根川） 舟渡し賃銭 平人者三十六文

月 日 関宿 川口 船賃
壱人前弐百廿四文、飯代百文不足、壱丈

代五十文也

月 日 川口 深川 船賃 小船ニ乗替、賃銭壱人前五十文

月 日 日光道中 台附
弐朱宿屋ニ寄進メ候間、泊り宿吟味ニ有

之也

表 風俗に関する記述一覧

記録日 地区 記述内容

月 日 戸塚宿裏 此間ニもめづらしき所色々有之、中ニも男禁制所等妙也

月 日 石橋 此辺之女中、男同様たちて小便スルヲ見る

月 日 日光鉢石宿 此所并ニ今市宿ニも売女御法度也

月 日 日光 御山参詣者案内人雇なり

月 日 日光
都而日光筋者瓦葺者稀ニ而、別而宇都之宮 日光迄者瓦葺壱軒

も無之、藁葺たけ、屋根宮家者檜皮葺等也

月 日 川口
朝仕度之上小船ニ乗替、〔中略〕夫より中川御番所通り、此所女

乗合候時ハ御番所前より女ハ上陸、横道廻り候也

月 日 亀戸天神

亀井堂天神、此一両日ハ六十壱年目之御祭礼ニ而向ウ嶋町々

神 之だし数々罷出大き賑也〔中略〕乍併都而上方地車抔ニ者

中々以難及候事

月 日 細久手 細久手辺 女髪結様抔上方風ニ相成候、言者矢張違申候



〔史料紹介〕 日記

慣
例
に
関
す
る
記
述

こ
こ
で
は
、
廻
米
納
人
が
そ
の
務
め
に
関
し
て
慣
例
と
し
て
行
っ
た
事
例
の
記

述
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

・
江
戸
米
相
庭
立
之
儀
三
斗
五
升
入
百
俵
、
此
石
三
拾
五
石
ニ
而
何
拾
両
と
相

立
、
又
壱
両
ニ
付
米
何
斗
替
と
申
也
、
尤
金
六
十
目

こ
れ
は
十
一
月
二
十
五
日
の
記
述
で
あ
る
が
、
江
戸
の
米
相
場
建
て
の
基
準
を

記
述
し
た
も
の
で
、
三
斗
五
升
入
百
俵
を
基
準
と
し
、
す
な
わ
ち
三
十
五
石
で
何

拾
両
、
ま
た
壱
両
ニ
付
米
何
斗
替
と
い
う
具
合
に
値
付
け
を
す
る
。
こ
の
場
合
の

金
銀
レ
ー
ト
は
金
六
十
目
と
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

・
元
船
為
見
分
詰
合
四
人
、
小
船
ニ
而
罷
越
、
入
船
三
艘
改
済
、
夫

品
川
陸
路

帰
り
候
事

こ
れ
は
十
一
月
晦
日
の
記
述
で
あ
る
が
、
十
一
月
二
十
五
日
に
蔵
納
が
終
了
し

た
初
船
は
別
と
し
て
、
こ
の
日
品
川
に
は

四
番
積
弐

（
十
一
月
二
十
六
日
品

川
入
津
、
十
二
月
四
日
水
揚
）、

壱
番
積
三

（
十
一
月
二
十
六
日
品
川
入
津
、

十
二
月
七
日
水
揚
）、

五
番
積
四

（
十
一
月
晦
日
品
川
入
津
、
十
二
月
九
日
水

揚
）
の
三
艘
の
廻
船
が
停
留
し
て
い
る

（

）
。
こ
れ
ら
三
艘
の
廻
船
へ
浅
草
よ
り
小
船

で
向
い
、
確
認
の
上
、
陸
路
を
浅
草
ま
で
引
き
返
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（

）
。

・
（
蔵
納
皆
済
後
、
帰
国
に
際
し
）
御
役
所

も
駄
賃
帳
・
添
触
・
関
所
切
手
等

願
之
通
御
下
渡
ニ
付
〔
中
略
〕
添
触
ニ
相
当
之
賃
銭
可
受
取
ト
書
認
有
之
、
是
ニ

而
ハ
相
対
賃
銭
ニ
相
成
御
定
メ

三
ぞ
う
倍
ニ
も
相
成
候
ニ
付
、
翌
三
月
一
日
早

天

三
人
共
大
沢
様
宅
へ
罷
出
願
上
候
処
、
早
速
御
定
メ
賃
銭
与
御
書
替
被
下
候

ニ
付

こ
れ
は
二
月
晦
日
の
記
述
で
あ
る
。
右
文
面
に
あ
る

添
触

と
は
、
注

に

記
し
た
よ
う
に
、
蔵
納
終
了
後
に
所
轄
代
官
屋
代
増
之
助
様
江
戸
御
役
所
に
宛
て

て
郡
中
惣
代
の
連
名
で
願
い
出
た
帰
国
道
中
の
関
所
通
札
な
ど
に
関
す
る
便
宜
手

配
の
依
頼
状
の
こ
と
で
あ
る
（

）
。
こ
れ
に
応
じ
て
屋
代
増
之
助
手
代
田
中
楠
之
進
・

大
澤
幸
右
衛
門
の
連
名
で
、
帰
坂
に
際
し
て
、
大
坂
鈴
木
町
御
役
宅
ま
で
御
用
書

物
持
ち
運
び
の
た
め
、
御
定
賃
銭
で
の
継
立
に
関
し
差
支
え
な
く
取
り
計
ら
う
よ

う
に
記
し
た
触
書
が
、
関
所
切
手
や
駄
賃
帳
と
と
も
に
下
げ
渡
さ
れ
る
。
書
面
の

宛
先
は

中
山
道
板
橋
宿

大
津
宿
迄
、
夫

大
坂
ま
で
、
右
宿
々
問
屋
・
年
寄

中

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
下
げ
渡
さ
れ
た
添
触
に
は

相
当
之
賃
銭

と

記
さ
れ
、
こ
れ
で
は
相
対
賃
銭
と
解
釈
で
き
る
の
で
、
三
倍
も
の
料
金
と
な
り
、

急
遽
手
代
大
沢
様
宅
へ
引
き
返
し
て
御
定
賃
銭
に
書
き
直
し
て
も
ら
っ
た
と
い

う
。
こ
の
記
述
か
ら
、
納
庄
屋
が
江
戸
か
ら
帰
坂
す
る
際
に
は
、
所
轄
代
官
江
戸

役
所
に
添
触
・
関
所
切
手
・
駄
賃
帳
な
ど
が
下
げ
渡
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

・
（
追
分
）
馬
荷
引
行
善
光
寺
へ
参
詣
い
た
し
度
候
付
、
浪
花
講
定
宿
と
相
談
之

上
貫
目
改
所
へ
相
対
賃
銭
ニ
而
右
北
国
道
善
光
寺
へ
参
り
度
候
付
小
諸
宿
江
継
立

之
義
願
書
差
出
し
候
処
、
御
聞
届
〔
中
略
〕
洗
馬
よ
り
御
定
メ
賃
銭
ニ
戻
ル

こ
れ
は
三
月
四
日
の
記
述
で
あ
る
が
、
前
項
目
に
記
し
た
添
触
に
、
続
け
て

口
上
書
願

と
記
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
を
読
む
と
、
復
路
に
お
い
て
善

光
寺
参
詣
を
志
願
す
る
旨
が
記
さ
れ
、
つ
い
て
は
、
大
切
な
御
用
書
物
も
手
放
し

難
い
の
で
同
様
に
北
国
街
道
へ
持
参
す
る
が
、
中
山
道
洗
馬
宿
ま
で
は
相
対
賃
銭

を
払
う
条
件
で
参
詣
許
可
を
追
分
宿
貫
目
改
所
へ
願
い
出
て
い
る
。

つ
ま
り
、
善
光
寺
参
詣
は
あ
く
ま
で
も
任
意
の
も
の
で
、
こ
れ
に
係
る
旅
程
は



相
対
相
対
賃
銭
を
払
う
慣
例
で
あ
っ
た
。

・
（
洗
馬
）
此
所
貫
目
改
所
也
、
千
木
方
へ
心
付
遣
ス
、
都
而
ケ
様
之
改
場
所
等

ニ
而
ハ
問
屋
へ
罷
出
候
宿
を
心
掛
ケ
止
宿
い
た
し
相
談
し
、
千
木
方

心
付
遣
ス

事
ニ
候
、
中
改
ニ
而
貫
目
相
増
候
時
ハ
増
賃
取
候
間
、
此
辺
相
心
得
よ
ろ
し
く
候

こ
れ
は
三
月
八
日
の
記
述
で
あ
る
。
荷
駄
の
貫
目
改
所
で
は
問
屋
へ
顔
を
出
し

て
い
る
宿
に
止
宿
し
、
相
談
の
う
え
千
木
方
（
荷
駄
を
計
量
す
る
人
）
に
心
付
を

遣
わ
す
慣
例
で
あ
っ
た
。

・
尚
又
木
曽
の
間
ハ
宿
々
助
郷
無
之
候
ニ
付
壱
日
廿
五
疋
人
足
廿
五
人
何
レ
も
折

帰
し
ニ
而
継
立
候
得
者
、
其
外
如
何
様
之
御
用
ニ
而
も
不
差
出
、
勿
論
相
対
ハ
格

別
ニ
候

こ
れ
は
三
月
九
日
の
記
述
で
あ
る
。
木
曽
道
中
は
助
郷
が
な
く
、
い
か
な
る
御

用
で
も
例
外
な
く
二
十
五
匹
の
馬
と
二
十
五
人
の
人
足
が
日
々
折
り
返
し
て
継
立

に
あ
た
る
。
し
か
し
、
相
対
で
あ
れ
ば
話
は
別
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
特
記
事
項

・
積
船
上
乗
人
海
老
江
村
佐
市
儀
講
談
師
ニ
而
上
野
御
坊
春
性
院
へ
兼
而
罷
出
居

候
ニ
付
、
同
人

為
頼
込
、
今
日
一
同
罷
出
候
処
、
小
僧
案
内
ニ
而
御
霊
屋
拝
礼

こ
れ
は
二
月
十
日
の
記
述
で
あ
る
。
上
乗
佐
市
と
は
、
前
記
の
と
お
り
九
番
積

廻
船
に
同
乗
し
た
摂
津
国
西
成
郡
海
老
江
村
佐
市
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
佐
市
が

講
談
師
で
あ
り
、
そ
の
関
係
で
上
野
御
坊
春
性
院
へ
か
ね
て
か
ら
出
向
い
て
い
た

経
緯
が
あ
り
、
佐
市
に
頼
ん
で
小
僧
の
案
内
で
上
野
東
照
宮
様
御
霊
屋
を
拝
礼
に

出
向
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
肝
心
の
御
霊
屋
は
御
普
請
中
で
拝
礼
は

で
き
な
か
っ
た
が
、

極
楽
世
界
も
是
ニ
ハ
ふ
で
勝
る
被
存
候
斗
也

と
一
同
は

こ
の
参
詣
に
大
満
足
で
、
し
か
し
末
尾
に
は

他
言
不
可
被
成
候
事

と
記
し
て

い
る
。
芸
能
者
の
人
的
交
流
の
広
さ
を
窺
わ
せ
る
く
だ
り
で
あ
る
。

・
兼
而
大
坂
鈴
木
町
御
役
所
詰
喜
多
村
忠
一
郎
様

御
頼
ニ
付
、
麹
町
七
丁
目
喜

多
村
解
助
様
へ
御
機
嫌
伺
ニ
罷
出
候

こ
れ
は
二
月
二
十
日
の
記
述
で
、
大
坂
鈴
木
町
御
役
所
詰
喜
多
村
忠
一
郎
様
の

依
頼
で
、
御
親
父
の
江
戸
麹
町
七
丁
目
喜
多
村
解
助
様
へ
ご
機
嫌
伺
い
に
出
向
い

た
と
い
う
文
面
で
あ
る
。
こ
れ
は
代
官
所
と
郡
中
村
役
人
と
の
関
係
の
深
さ
を
示

す
事
例
と
い
え
る
。
こ
の
時
、
一
同
は
酒
肴
を
は
じ
め
、
手
厚
い
も
て
な
し
を
受

け
て
い
る
。

同
じ
く
二
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
在
府
中
に
代
官
屋
代
増
之
助
様

交
代
の
風
聞
を
聞
き
、
郡
中
納
庄
屋
海
老
江
村
市
右
衛
門
と

島
村
保
之
助
両
人

が
、
以
前
の
大
坂
鈴
木
町
代
官
で
、
当
時
勘
定
吟
味
役
で
あ
っ
た
設
楽
八
三
郎
様

宅
へ
屋
代
様
在
勤
の
歎
願
に
出
向
い
て
い
る
。
そ
の
様
子
が
日
記
中
に

一
奇

談

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
設
楽
八
三
郎
様
は
屋
代
増
之
助
様
の
交
代
に
つ
い

て
聞
き
及
ば
ず
、
両
人
は
不
面
目
の
思
い
を
抱
き
引
き
取
る
が
、
こ
の
時
も
御
菓

子
や
御
膳
の
も
て
な
し
を
受
け
て
い
る
。

一
奇
談

と
い
う
表
題
か
ら
し
て
珍

し
い
出
来
事
で
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、
こ
れ
も
代
官
と
郡
中
の
関
係
の
深
さ
を

物
語
る
記
述
で
あ
る
。

・
横
川
御
関
所
切
手
ニ
三
人
与
有
之
候
付
才
領
人
壱
人
ハ
通
ル
事
不
相
成
旨
関
所

役
人

被
申
、
段
々
相
断
候
得
共
、
不
相
叶
候
付
切
手
相
下
ケ
四
人
共
元
之
門
前

之
茶
屋
へ
引
取
相
談
之
上
、
才
領
人
壱
人
差
出
し
難
渋
之
趣
を
以
勘
弁
相
願
候
儀



〔史料紹介〕 日記

三
度
ニ
及
び
聞
済
ニ
相
成
、
依
之
一
同
罷
出
候
処
、
巳
（
以
）

来
可
心
得
旨
被
申
聞
相
返
（
帰
）

り
申
候

こ
れ
は
三
月
四
日
の
関
所
通
行
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
横
川
関
所
に
て
通
行

人
が
才
領
人
含
め
て
四
人
の
と
こ
ろ
、
関
所
切
手
に
三
人
と
記
さ
れ
て
い
た
の

で
、
才
領
人
の
通
行
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
四
人
で
門
前
茶
屋
へ
引
き
返
し
、
才

領
人
一
人
で
三
度
に
わ
た
り
歎
願
し
た
と
こ
ろ
、
以
後
よ
く
心
得
る
よ
う
に
と
申

し
聞
か
さ
れ
て
、
通
行
が
許
可
さ
れ
た
。
関
所
通
行
の
実
際
を
物
語
る
事
例
と
し

て
興
味
深
い
。

・
（
浅
間
山
）
年
中
絶
戴

（
頂
）

煙
り
立
事
甚
し
、
宝
暦
度
七
日
七
夜
此
穴

岩
を
吹

出
ス
、
大
坂
抔
ニ
も
折
々
響
候
由

こ
れ
は
三
月
四
日
の
か
な
り
大
げ
さ
な
記
述
で
あ
る
が
、
宝
暦
年
間
に
浅
間
山

の
噴
火
が
あ
り
、
そ
の
音
が
大
坂
ま
で
響
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

・
去
ル
四
日
之
泊
巴
屋
六
左
衛
門
江
間
氏
手
帳
失
念
と
存
、
五
日
之
泊
板
木
宿

飛
脚
を
以
右
巴
屋
江
書
状
遣
し
否
返
事
取
、
稲
荷
山
宿
問
屋
ニ
而
出
合
候
筈
ニ
い

た
し
候
処
、
今
日
板
木
宿

使
者
出
張
居
巴
屋
へ
遣
し
候
処
、
同
人
義
不
当
之
返

答
ニ
而
飛
脚
之
名
前
迄
書
取
、
受
取
も
不
差
出
、
馴
御
用

不
審
ニ
付
大
坂
鈴
木

町
へ
引
合
抔
相
答
、
坂
木
ニ
於
而
も
一
同
心
配
い
た
し
居
候
間
、
引
帰
し
貰
度
段

被
申
候
得
共
、
談
之
上
先
方

下
書
之
通
一
札
認
遣
し
、
勿
論
大
丈
夫
ニ
申
置
候

事
こ
れ
は
三
月
七
日
の
記
述
で
あ
る
。
旅
の
道
中
に
は
様
々
な
こ
と
が
起
こ
る
。

こ
の
出
来
事
は
遺
失
物
に
関
す
る
騒
動
で
あ
る
。
三
月
四
日
、
海
老
江
村
間
市
右

衛
門
は
、
小
諸
宿
巴
屋
六
左
衛
門
宿
に
て
手
帳
を
忘
れ
る
。
板
木
宿
油
屋
徳
兵
衛

方
に
て
そ
れ
に
気
づ
い
た
市
右
衛
門
は
、
飛
脚
に
書
面
を
託
し
て
、
稲
荷
山
宿
で

そ
の
返
事
を
受
け
取
る
手
筈
を
整
え
る
。
し
か
し
、
小
諸
宿
の
巴
屋
で
は
、
飛
脚

に
対
し
宛
名
が
違
う
、
大
坂
の
鈴
木
町
代
官
所
に
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
と
言
っ
て

信
用
せ
ず
、
飛
脚
の
名
前
を
書
き
と
め
、
受
取
り
も
差
し
出
さ
な
か
っ
た
。
板
木

宿
で
は
問
屋
役
人
一
同
が
こ
れ
を
心
配
し
、
一
行
が
向
か
っ
た
稲
荷
山
宿
へ
出
向

い
て
板
木
宿
ま
で
引
き
返
す
か
、
遺
失
物
の
件
で
飛
脚
及
び
宿
場
問
屋
役
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
旨
の
覚
書
を
書
い
て
く
れ
る
よ
う
に
持
ち
か
け
ら
れ
、
一
札
を
認

め
遣
わ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
日
市
左
衛
門
は
災
難
の
連
続
で
、
追
分
よ
り
小
諸

ま
で
の
道
中
で
、
鞍
が
馬
か
ら
滑
り
落
ち
、
緋
羅
紗
の
煙
草
入
れ
を
落
と
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
記
述
も
日
記
に
残
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
大
阪
府
立
大
学
経
済
学
部
岡
本
光
代
准
教
授
、

及
び
同
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
図
書
館
大
久
保
加
織
氏
に
、
史
料
閲
覧
、
掲
載

許
可
に
際
し
て
ご
教
示
・
ご
配
慮
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
し
、
謝
意
を
表
す
る
。

注（

）

日
記

の
表
紙
に
は

蔭
山

の
姓
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
、
史
料
群
の

中
に
、
蔵
納
終
了
後
に
所
轄
代
官
屋
代
増
之
助
様
江
戸
御
役
所
に
宛
て
て
郡
中
惣

代
の
連
名
で
帰
国
道
中
の
関
所
通
札
の
御
添
触
な
ど
を
願
い
出
た

乍
恐
口
上

が
あ
る
。
こ
の
差
出
人
に
は
、
摂
州
西
成
郡

嶋
村

庄
屋
保
之
助

の
名
前
が

あ
る
。
ま
た
、
同
じ
史
料
群
に
は
、
湊
詰
庄
屋
の
連
名
で
積
立
の
際
の
枡
廻
し
仕

法
に
つ
い
て
の
留
意
事
項
を
納
庄
屋
に
連
絡
す
る
た
め
の
十
一
月
十
七
日
付
け
の

書
簡
が
残
り
、
そ
の
宛
名
の
一
つ
に

蔭
山
保
之
助

の
氏
名
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
安
政
五
年
の

島
村
庄
屋
は

蔭
山
保
之
助

で



あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（

）
当
館
所
蔵
の
河
内
国
若
江
郡
御
厨
村
加
藤
家
文
書
に
は
安
政
五
年
八
月
付
の

御
廻
米
取
締
書

が
あ
り
、
そ
の
中
の
記
述
に

御
米
上
乗
之
儀
、
去
午
年
被

仰
渡
候
通
り
高
拾
石
以
上
所
持
実
体
成
百
姓
差
遣
申
度
候

と
あ
り
、
前
安
政
四

年
に
持
高
十
石
以
上
の
本
百
姓
を
対
象
に
上
乗
を
選
ぶ
よ
う
に
仰
せ
渡
さ
れ
て
い

る
。
同
史
料
に
よ
る
と
、
納
庄
屋
に
つ
い
て
は
、

御
廻
米
納
庄
屋
之
儀
是
亦
実
体

成
も
の
見
立
、
追
而
御
届
奉
申
上
度
候

と
あ
り
、
郡
中
の
実
力
者
で
実
態
に
そ

ぐ
う
者
を
選
ぶ
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

布
施
市
史

第
二
巻
（
布
施

市
役
所
、
昭
和
四
十
二
年
）
に
は
、
郡
中
の
利
便
の
た
め
、
納
庄
屋
や
上
乗
を
出

す
郡
中
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
調
整
を
は
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（

）
当
館
所
蔵
の
河
内
国
若
江
郡
御
厨
村
加
藤
家
文
書
に
含
ま
れ
る
安
政
五
年
に
信

楽
代
官
所
支
配
幕
府
領
に
関
す
る
江
戸
廻
米
の
史
料
を
見
る
と
、
納
庄
屋
加
藤
勘

左
衛
門
は
、
や
は
り
往
路
は
東
海
道
、
復
路
は
中
山
道
を
利
用
し
、
途
中
で
善
光

寺
に
寄
っ
て
い
る
。

（

）
大
正
四
年
、
大
阪
府
西
成
郡
役
所
編
纂
・
発
行

（

）
大
阪
府
立
大
学
歴
史
学
研
究
会

歴
史
研
究

第
三
三
号
（
大
阪
府
立
大
学
、

平
成
七
年
）

（

）

江
戸
御
廻
米
手
帳

は
、
大
阪
府
立
大
学
経
済
学
部
図
書
室
所
蔵
の
越
知
家
文

書
に
含
ま
れ
る

江
戸
御
廻
米
郡
中
納
一
件

と
題
さ
れ
た
袋
入
史
料
群
の
中
の

一
点
で
あ
る
。

（

）
年
貢
米
の
欠
減
を
補
う
た
め
の
予
備
米
の
こ
と
。（
日
本
経
済
史
研
究
所

日
本

経
済
史
辞
典

日
本
評
論
社
、
昭
和
十
五
年
）

（

）
前
掲

江
戸
御
廻
米
手
帳

に
掲
載
。

（

）
注

に
示
し
た

乍
恐
口
上

に
は
、
摂
州
西
成
郡

嶋
村

庄
屋
保
之
助

の
名
前
と
と
も
に
、

摂
州
西
成
郡
海
老
江

庄
屋
市
右
衛
門

泉
州
南
郡
礒
上

村

庄
屋
元
之
丞

の
名
前
が
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
注

に
示
し
た
十
一
月
十

七
日
付
の
書
簡
に
は
、

蔭
山
保
之
助

と
と
も
に
、

間
市
右
衛
門

中
山
元
之

丞

の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（

）
日
本
経
済
史
研
究
所

日
本
経
済
史
辞
典

（
日
本
評
論
社
、
昭
和
十
五
年
）

（

）
江
戸
時
代
、
年
貢
を
納
め
る
と
き
、
量
目
不
足
の
俵
に
、
米
を
補
充
し
て
整
え

る
こ
と
。（
日
本
大
辞
典
刊
行
会

日
本
国
語
大
辞
典

、
小
学
館
、
昭
和
四
十
九

年
）

（

）
一
例
を
示
す
と
、
復
路
の
日
記
に
、

細
く
て

み
た
け
宿
へ
三
り
十
一
丁
、
手

前
ニ
居
尻
村
土
橋
之
右
手
ニ
和
泉
式
部
之
塚
あ
り

と
し
て
、

寛
仁
三
己
未
呑

い
づ
み
式
部
廟
所

ひ
と
り
さ
へ
渡
れ
ば
し
づ
む
浮
は
し
に

あ
と
な
る
人
ハ
し

ば
し
と
ゞ
ま
れ

と
刻
ま
れ
た
碑
文
の
文
字
を
克
明
に
筆
写
し
て
い
る
。
和
泉
式

部
は
寛
仁
三
年
（
一

一
九
）、
東
山
道
の
旅
の
途
中
で
病
に
た
お
れ
、
こ
の
地
で

没
し
た
と
い
わ
れ
る
。

（

）
こ
の
史
料
は

江
戸
御
廻
米
手
帳

と
同
様
に
、
越
知
家
文
書
に
含
ま
れ
る

江
戸
御
廻
米
郡
中
納
一
件

と
題
さ
れ
た
袋
入
史
料
群
の
中
の
一
点
で
あ
る
。

（

）
日
本
大
辞
典
刊
行
会

日
本
国
語
大
辞
典

（
小
学
館
、
昭
和
四
十
九
年
）

（

）
滝
口
正
哉

江
戸
の
社
会
と
御
免
富

（
岩
田
書
院
、
平
成
二
十
一
年
、
一
一

頁
）

（

）
前
掲

江
戸
御
廻
米
手
帳

に
よ
る
。

（

）
廻
船
に
積
載
さ
れ
た
年
貢
米
は
、
品
川
に
て
川
船
で
瀬
取
り
さ
れ
、
浅
草
ま
で

運
ば
れ
る
。

（

）
こ
の

乍
恐
口
上

と
題
さ
れ
た
添
触
願
も
越
知
家
文
書
の
中
に
写
し
が
残

る
。


